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ま

え

お
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一
八
七
三
一
年
恐
慌
を
起
黙
と
し
て
九

0
年
代
中
葉
忙
及
ぶ
「
大
不
況
」

t
r
o
Z
E
巴

4
E
E
P〉
は
、
安
本
主
義
の
裂
展
段
階
を
劃

己
の
大
不
況
に
た
い
す
る
資
本
主
義
諸
園
の
割
膝
形
態
は
、
も
と
よ
白
、
叫
ぞ
の
設
展
の
山
尻
町
間
と
型
態
と

ず
る
分
水
嶺
を
な
し
て
い
る

e

に
工
り
制
約
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
ま
た
そ
の
後
の
一
政
治
U
H
経
済
の
裂
展
の
特
質
を
規
定
す
る
要
因
を
た
し
て
い
る
。
セ
五
年
の
一
フ

イ
ヒ
ス
・
パ

y
ク
設
立
法

l
信
用
髄
系
整
備
に
上
旬

J

、
産
業
革
命
の
完
迭
を
み
た
F
イ
ツ
賓
木
、
主
義
は
、
大
不
況
の
宮
中
に
新
た
な
局

キ

イ

一
一
聞
に
は
、
石
炭

l
鎖
鋼
業
を
基
軸
と
す
る
・
電
気
工
業
治
上
び
化
皐
工
業
の
鍵
鎗
産
業
に
お
け
る
資
本
集
積
・
集

商
に
逢
着
す
る
。

支
配

G

と
の
受
錯
か
ら
工
業
と
農
業
と

ω一
関
係
に
新
子
に
投
げ
か
け
ら
一
れ
る
問
顕
は
、

に
わ
け
る
ド
イ
ツ
の
経
済
政
策
が
解
決
主
迫

b
れ
た
中
心
的
訴
願
を
た
し
て
い
る
。

甲
か

b
相
側
占
へ
白
疾
風
怒
濡
の
展
開
に
よ
る
大
不
況
の
克
服
、
他
国
托
は
、
依
然
「
し
て
強
く
底
流
を
た
し
て
い
る
慢
性
的
農
業
恐
慌
の

「
帝
園
、
主
義
の
古
典
的
時
期
同
公
司
ω
t
E
E
)

己
の
時
期
の
経
済
政
策
の
蹄
趨
を
迫
跡
す
る
と
と
に
よ
り
、

F
イ
y
帝
図
主
義
の
内
政
的
基
般
加
を
た
ず
「
金
融
寡
頭
制
」
の
内
的
編

ド
イ
ツ
帝
国
主
義
と
経
持
政
策
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主
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と
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済
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策
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判
を
問
解
十
る
私
人
め
の
鍵
を
見
出
す
こ
と
、
木
稿
の
課
題
は
こ
の
一
一
新
に
あ
る
。

設
の
仏
n
Z

ロu
z
-
P君、
b
ミ

E
忌、

b
S
5
E室、
q
h
d
y皆
同
財
宝
・
問
。
ロ
ユ
F
H
E官
E
u
-
o
p
]
U
G
-
-
司

田

口

{C

め

FOH刊
当

岡

田

乙

H
E
F
t
-吾、
2
息
富
島
君
、

H
M
W
H
A
F
d
E
F
B
H訪
日
出
血
白
同
由
民
・

キ
な
お
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
金
融
資
本
の
構
造
的
特
賞
付
」
経
済
帯
設
策
大
十
七
巻
静
六
抽
出
担
よ
び
「
ド
イ
ツ
偶
占
資
本
E
4
ル
U
J

ン
六
大
説
行
」
経
済

論
叢
第
七
十
一
巻
部
一
抗
を
、
参
照
さ
れ
た
い
。

一
八
七
三
年
恐
慌
と
経
済
政
策
の
旋
回

粧
品
開
主
義
銀
座
法
、
社
A
V
保
険
立
減
と
、
と
も
に
保
護
関
税
政
策
は
一
一
一
位
一
悼
の
政
策
関
系
と
し
む
、
ド
イ
ツ
帝
圏
全
義
の
前
換
を
な

し
て
い
る
が
、
と
日
大
不
況
へ
の
封
薩
形
態
。
う
ち
に
き
わ
ど
っ
て
ド
イ
ツ
的
た
性
格
が
あ
ら
わ
れ

τい
る
。

周
知
の

Z
う
に
、
保
護

関
税
政
策
は
、
七
九
年
七
月
十
一
日
に
中
央
誕
の
フ
一
フ
Y

ケ
ン

Y

ュ
ク
イ
ン

Q
B
E
Z
E
E
)
提
案
の
可
決
藷
一
一
一
一
三
一
習
に
よ
り
議
入
せ

b
れ
た
a

と
の
過
程
考
古

b
に
立
ち
入
っ
て
考
察
し
て
み
工
う
。

七
二
一
年
恐
慌
山
勃
幾
す
る
直
前
、
七
月

K
銀
関
税
際
止
が
決
定
し

d

、
ド
イ
ツ
安
本
主
義
は
自
由
競
争
の
き
中
に
あ
か
れ
る
に
い
た
っ

た
日
日
炉
、
す
て

K
裂
い
き
た
恐
慌
と
告
進
イ
ギ
リ
ス
の
統
一
部
と
の
た
め
、
わ
け
で
も
窮
地
に
陥
っ
た
餓
鋼
業
の
主
導
の
も
と
に
、
保
護

関
税
運
動
が
ま
ず
大
工
告
側
か
ら
1
ー
で
業
一
般
ぞ
は
在
く
、
『
銭
』
『
識
維
』
『
化
率
』
の
大
工
業
の
側
か
ら
一
高
ま
っ
て
き
た
。
こ

と
に
、
自
由
貿
易
に
イ
ン
グ
V

ス
ト
の
あ
る
中
小
工
業
と
の
拾
抗
閥
係
が
認
め
ら
れ
る
。

『鍋
J

』
で
は
、
輸
出
向
中
小
織
鋼
業
円
軌
傑
l
棒
嘩
生
障
者
お
工
び
ゾ
I
D
ン
ゲ
ン
・
レ
ム
V

ヤ
イ
ド
宰
の
小
錨
工
業
〕
は
、
原
料
牒
債
購
入
と
外
闇

市
場
確
保
と
の
た
め
に
、
銑
鍍
且
差

1
高
崎
所
有
大
織
鋼
業
と
桔
抗
L
、
『
鱗
維
』
で
は
、
総
出
向
家
内
工
業

1
紡
織
と
大
工
業

1
紡
績
と
が
針
立
し
た
。



さ
ら
に
『
伯
皐
』
で
は
、
ハ
γ

い

nyr常
l
大
工
突
か
、
免
法
イ
ギ
リ
ス
の
疏
弔
?
に
摩
迫
せ
ら
れ
て
、
圏
内
市
場
確
保
の
要
請
か
ら
保
護
関
砥
を
要
求
し
た

の
に
た
い
し
て
、
そ
む
他
の
化
睦
工
謀
部
門
は
小
工
業
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
国
際
的
競
争
験
に
も
優
位
に
み
ん
ち
、
原
料
照
債
購
入
と
外
関
市
場
確
保

と
の
た
め
に
、
自
由
貿
易
を
要
求
し
て
い
た
。
こ
の
段
階
で
は
、
中
小
工
業
の
組
織
の
未
成
認
の
冗
出
、
政
治
的
に
大
き
た
力
ー
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
。

七
一

1
2一
年
の
担
床
曾
吐
飢
立
時
代
の
大
増
設
で
過
剰
生
産
恐
慌
が
き
わ
だ
っ
て
盟
〈
支
配
し
て
い
た
大
銭
鋼
業
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

競
争
に
よ
る
債
格
昼
下
と
同
時
に
、
銑
銭
生
産
方
法
の
撹
錬
法
か

b
ベ
ッ
セ
マ

l
法
へ
の
移
行
に
必
要
た
燐
含
有
の
少
い
外
園
鎖
石
調

謹
か
ら
の
生
産
費
上
昇
と
に
よ
り
、
ご
重
の
堅
迫
が
加
わ
り
、
「
生
産
者
の
-
一
一
分
白
一
は
保
護
関
税
が
な
く
て
も
存
慢
し
え
た
が
、
三
分

の
一
は
保
諮
闘
税
に
よ
り
始
め
て
存
積
し
え
、
残
り
の
三
分
の
一
一
は
保
護
関
税
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
淡
落
せ
ざ
る
を
え
な
い
」
欣
態

に
お
か
れ

h
。
繊
維
工
業
も
、

7
ル
サ
ス
H
U
ロ
ト
リ
ン
グ
Y

併
合
に
よ
り
、
生
産
力
を
倍
加
し
nv

遁
剰
生
産
恐
慌
が
持
綴
し

τい
た
ε

か
く
し
て
、
銭
・
機
維
・
化
皐
等
の
大
工
業
は
、
七
五
年
に
創
立
さ
れ
た

同

EZEn--2)
を
基
軸
と
す
る
諸
国
躍
に
結
集
し
て
、
商
業
資
本
的
色
彩
の
濃
い
「
商
業
合
議
所
」
か
ら
濁
立
し
、
保
護
関
税
要
求
の

た
め
白
組
織
的
運
動
を
展
開
し
た
。
こ
と
に
留
意
す
べ
き
と
と
は
、
「
商
業
』
に
替
っ
て
『
工
業
」
の
、
さ

b
に
「
繊
維
』

K
替
っ
て

『
動
」
の
わ
動
本
の
政
治
的
影
響
力
が
前
酌
に
登
場
す
る
と
と
で
あ

h
。
七
五
年
に
八
の
持

E
且
富
津

E
E
V
を
公
刊
し
て
保
護
関

税
論
を
展
開
し
た
カ
ル

F
ル
ブ

(
E
D

】
判
官
庁
邑
U

主
道
下
の
「
中
央
連
合
」
は
、

hv
士
、
モ
の
第
一
の
ス
ロ

l
ガ
Y

と
し
て
、

的
弊
倒
を
外
園
野
簡
の
た
め
に
破
滅
に
い
た
ら
せ
る
自
由
貿
易
諭
の
超
克
』
を
掲
げ
る

M
1

「
ド
イ
ツ
産
業
一
夜
中
央
連
合
L
(
P号
P
7
S
E
E
P且
ω
岳
民

「
岡
氏

程
①
大
河
内
一
男
歌
投
「
摘
謹
世
A
W
H

政
策
思
想
見
]
頁
コ
二
四
、
江
口
朴
郎
政
投
「
ピ
λ

マ
ル
ク
ー
と
帝
国
主
義

ω」
歴
且
革
研
究
持
一
回
三
冊
頁
一

大
1
八
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

@
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h
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宮
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島

F
h
h
~
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z
r
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予
Z
R
F
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b
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E
b
H
G
H凶

m
・
H
2

⑦
一
八
七
O
年
に
す
で
に
一

0
0
日
常
り
、

0
・
五
マ
ル
ク
に
引
下
げ
る
れ
て
い
た
銑
錨
闘
税
は
金
慶
さ
れ
、
ご
マ
ル
ク
に
引
下
げ
b

れ
亡
い
た
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義
と
経
済
政
策
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mp
イ
ツ
帝
同
主
藷
左
経
済
政
策

第
七
ト
三
巻

第

五，"

節
目
拙
売
の
他
。
鋭
製
品
開
税
も
、
七
七
年
一
月
一
日

r
底
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
う
た
。

⑨ 

J
J

£
F
R
F
。F
bミ
L
P
P
R
也、
hu司
、
足
立
h
z
h
7
A
A
句
、
色
、
輸
相
ヨ
ミ
同
句
。
。
ご
匂
同
∞
MWHhF守
叫
む
と
礼
P
3
2
z
a
e昔、

hvNZなもに
bkm・

⑦
 E

・
MVU鼎
t
m

出
島
旬
。
一
「

H
∞mw
白
-
∞
∞

H
凶

O
》目、
4
・

-
m
o
E
E
E
R
是
品
出
四
国
戸
田
同
盟
・
一
品
戸
同
戸
室
町
富
山
門
司

H
p
b崎
町
出
尽
き
え
た
た
3
2志
向
ト
ミ
混
同
町
ミ
h

三
喜
号
ミ
己
主
N君
主
N
E
C
A

に
よ
る
第
一
衰
を
参
照
せ
よ
。
英
調
銑
錨
生
産
賓
の
開
き
の
生
じ
る
主
要
因
が
、
錨
鎖
石
の
償
措

J

足
に
あ
る
こ
と
が
開
示
さ
れ
て

第一表

1R78年10月の英濁
銑主量生産費の比較

|一日レ1ーランド (Horde.
(ニ高炉〉白玉高炉〉

瞳 鏑 27_75 39.63 

コ ー ク ス 16，QO 16，Q日

石 友 1.50 

石 決 0心9

|間延

6.20 

1~ 1 1.41 2.34 

金 1.80 1.80 

j:54.~ 69.00 

①⑨  

L 阜位 ~1マルグ 11000kg

L ベソセマー法による。

い
る

o
rイ
ツ
は
官
時
そ
の
鏡
石
を
主
と
し
て
ス
ペ
イ
ン

か
b
職
入
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
曲
調
査
委
員
官
」

〔出

E
p
g
n
H
d
o
z
r
o
S
E
E
Eろ
の
報
告
に
よ
っ
て
も
、

Jレ

ー

λ

地
域
の
ド
イ
ツ
の
企
業
が
平
均

L
℃
ベ
ヴ
セ
マ

1
銑

錨
ト
シ
嘗

D
六
五

i
六
七
マ
ル
ク
で
生
産
し
て
い
た
の
に

た
い
し
て
、
イ
ン

rテ
y
ド
で
は
五
=
一

t
五
九
マ
ル
ク
で

(
但
し
、
乙
の
場
合
に
は
災
担
問
何
れ
の

生
産
し
て
い
た
。

側
に
も
償
却
基
金
が
合
ま
れ
て
い
な
い
乙
と
に
詰
責
)
。

当
】
UCFNhkι
出

H
8・

初
岨
日
数
五
六
%
、
力
結
機
数
人
八
%
、
捺
染
工
場
設
備
一
0
0
%
だ
け
靖
大
し
た
(
ゲ
ァ
ル
ガ
「
世
界
経
済
恐
慌
且
」
永
住
道
雄
氏
課
事
一
谷

繁
二
部
、
頁
一
一
九
)
。

⑮
品
]
同
町
『

m
g
岡

5
4
E
F
u
g
t
E
z
y
b
R
b
N
与
な
号
、
足
h
L
2
b潟、
E
Q
N
N
S
N
9
E
-
F
N
4
2
5
4
4
5
2
2
0
E
F
m
o
]
ω
印
日
'
羽
田

日∞日、
t由

i
「
中
央
謹
人
月
こ
の
ほ
か
に
、
《

Hb回
目

E
B〈
2
8》
〔
-
八
七
一
年
創
立
〕
、
内
4
2
2ロ
ロ

E
H
E耳
目
お
ロ
自
白
山
内
長

-
E
H
Zロ
邑
耳
》

円
一
八
七
四
年
創
主
一
〕
、
担
ょ
が
《

F
E
M
E
O
国

O
B
ヨ5
5》
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
七
五
年
以
降
、
保
護
閑
話
要
求
の
組
織
的
運
動
を
展
開
し
た
。
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カ
ル
ド
ル
フ
は
、
ォ
1

ベ
パ
シ
品
レ
ジ
ェ
シ
の
大
土
地
所
有
者
で
あ
り
、
七
一
三
年
の
創
タ
熱
狂
時
代
に
錨
鋼
業
へ
参
奥
し
、
犬
個
人
金
融

司
、
、

.

.
 、、
.
.
.
 

業
者
巴
宮
町
記
号
と
と
も
に
、
《
〈
伶
円
吉
区
間
向
。
問
。
旦
唱
占
邑
円
E
g
r出向
Fm》
を
創
立
し
て
、
監
査
侵
首
席
と
な
司
J

伊

ι

。
大
土
地
所
有
者
土
産
業

.

.

.
 、
、
司
、
.
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘

王

ιの
混
合
型
は
、
自
由
保
守
l
帝
国
濃
の
基
本
的
性
持
を
な
す
。
品
]
ロ
ロ
丘
一
岡
山
ユ
gu
刷
、
主
回
白
H

印・口∞
E

『
同
巨
N
可

E
F
を
礼
・
出
A

・

H

・出回∞ゅ・

⑫ 

同
開
口
百
〕
吉
川
v
r
r
N
U
主
国
内
同
同
町
同
∞
。

大
土
地
所
有
者
の
う
ち
で
も
、
カ
ル
下
ル
フ
再
開
慌
〕
に
典
型
的
に
表
現
さ
れ
る
大
土
地
所
宥
者
と
産

業
主
と
の
混
合
型
、
お
よ
び
ル
ー
ル
大
工
業
と
結
合
す
る
ラ
イ
ン
の
大
土
地
所
有
者
品
、
営
初
か
ら
保
護
関
税
陣
皆
の
先
端
に
あ
っ
て
、

農
業
に
眼
を
特
ず
る
と
き
、

大
工
業
と
ユ
ン
カ
!
と
の
聞
に
架
橋
の
役
割
を
呆
し
て
い
た
。
が
、
こ
れ

K
た
い
し
て
、
東
エ
ル
ベ
の
ユ
ン
カ

l
は
依
然
と
し
て
‘
商

業
と
と
も
に
マ
Y
チ
ェ
ス
タ

I
テ
ウ
ム
の
一
一
大
支
柱
点
目
た
し
て
い
た
。
す
ゼ
に
五
二
年
に
ラ
イ
要
職
入
は
輪
出
を
凌
駕
し
て
い
た
と
し

て
も
、
小
婆
輪
出
は
職
入
を
左
治
凌
駕
し
て
い
た
た
弘
、
わ
け
て
も
ゆ
要
輸
出
の
イ

y
F
V
ス
ト
か
ら
、
さ
ら
に
工
業
の
後
展

1
l長

業
努
働
力
の
候
乏
と
務
賃
騰
貴
と
を
惹
起
L
た
ー
ー
に
た
い
す
る
恐
怖
か
ら
、
そ
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
ロ
こ
の
ユ
ン
カ
!
の
立
場
主
豹
愛

『

ATAr
苧
自
に
と
も
危
う
わ
い
山
円
。
川
勢
蜘
占
伊
勢
九
一
帯
卦
勢
俗
で
あ
る
叩
ア
メ
リ
カ
令
衆
園
・
ロ
シ
ヤ
・
イ
ン
F

ぜ
し
め
た
の
は
、

の
交
遁
制
度
の
護
遣
と
陸
U
H
海
運
賃
の
低
落
と
に
よ
り
、
そ
れ

b
の
図
々
の
低
廉
な
穀
物
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
供
給
が
激
増
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
襲
債
は
念
落
し
た
。
そ
の
た
め
、
ュ

y
ヵ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
市
場
か
ら
駆
逐
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、

F
イ
?
の
人
口
増
加
と

あ
い
ま
っ
て
七
六
年
に
は
小
察
職
入
も
轍
出
を
凌
駕
す
る
に
い
た
り
、
圏
内
市
場
確
保
士
金
務
と
感
じ
た
。
七
九
年
の
は
じ
め
、
ピ
ス

マ
ル
ク
の
農
業
関
税
設
定
白
意
園
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
、
ユ

Y

カ
1
D
一
部
す
ら
救
済
手
段
と
し
て
の
穀
物
関
税
の
遇
性
に
疑
念

を
抱
い
た
ほ
ど
一
フ
デ
f
カ
ル
な
新
事
買
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
つ
い
一
一
三
ヶ
月
ま
え
ま
で
は
マ
Y
チ
ェ
ス

F
l
テ
ゥ
ム
の
確
信
的
支
持

ド
イ
ツ
帝
国
主
義
正
紹
辞
世
策

第
七
十
三
巻

ヨ

第

揖



ド
イ
ツ
帝
国
主
義
と
経
済
政
策

第
七
十
三
省

第

境

回

回

者
で
あ
っ
た
た
め
、
あ
る
同
は
農
業
を
犠
牲
に
す
る
工
業
の
優
遇
の
み
を
時
間
期
し
て
い
た
た
め
、
保
護
関
税
運
動
に
不
信
の
態
度
を
と

っ
て
い
た
ユ
ン
カ
l
の
多
く
も
ま
た
、

「
租
税

1
経
済
改
革
者
協
曾
」
(
〈
言
百
円
四
百
四
宮

ω
5
5
u
a
E
Z広
島
昼
間
叫
内
向
。

E
R
)
お
よ
び
保

「
穀
物

l
家
畜
関
税
な
く
し
て
銭
関
税
悲
し
」
と
宣
言
す
る
に
い
た
る
@

守
黛
を
組
織
的
運
動
の
基
盤
と
し
て
、

腔
⑬⑬

 
⑮
 

⑬
 

@
 

H
O凶

t
p

戸

間

R
4
5
F
N
W叫
え
・
出
島
・

H
m
-
E
C目

F
d
v。
回
目
旦

E
0・
巴
古
島
民
m
o
g
-
E
E
R
B
L
E
c
-
-
o
N毛
色
お
〉
邑
P

明
日
出
回
目
・
∞

A

町
四
-
『
関
H
N
Z
G
F
N
W社
、

出

品

戸

ω
H
g
お
よ
び
、
ゴ
ル
ッ
「
澗
強
農
業
史
」
山
岡
亮
一
教
授
謀
、
頁
、
四
四
一
内
静
岡
0

マ
ル
ク
ス
「
菜
卒
論
」
長
在
部
丈
雄
氏
語
、
青
木
害
賠
版
④
頁
一
一
一
二
頁
(
傍
貼
大
野
)
。

且
戸
戸
国
。

E
w一σ合
同
炉
同
コ
骨
同
町
。
皇
室
内
、
寝
苦
え
弐

hBM符
さ
丘
町
号
さ
ら
晶
、
・

Mコ
苛
同
J

吋
句
、
叩
旬
、
¥
同
邑
量
き
「
同
五
号
、
・

5
岳

ロ

m
B
E
t
a田
沼

⑮ 

F
回
目
口
門
戸
宍
J

N

U

札
、
・
∞
己
目

@ 

。-F
E
m己
0
3
N
邸
主
出
回

H
S
t
p

諸
都
市
白
大
商
業
・
個
人
金
融
業
者
・
職
出
工
業
・
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
か
ら
構
成
き
れ
る
園
民
自
曲
第
完
翼
に
あ
っ
た
。
し
か
し
た
が
ら
、

h
ま、

ユ
Y

カ
!
の
縛
向
に
上
り
一
大
支
柱
を
失
っ
た

7
y
チ
ェ
ス

F
l
テ
ゥ
ム
陣
瞥
の
他
の
支
柱
は
、
パ
ル
ト
海
沿
岸

1
ハ
ン
ず

と
の
翼
は
申
案
内
関
守
の
た
め
無
力
作
刊
さ
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
除
、
保
護
関
税
問
題
を
契
機
に
岡
氏
自
由
嵩
は
八
T
裂
の
危
機
に
南
面
し

た
か
ら
で
あ
る

a

大
工
業
の
影
響
力
が
高
ま
る

rつ
れ
て
支
配
暦
白
夜
替
が
生
じ
、
ベ
ン
ニ
グ
セ
ン
(
出

OB-回
目
】
〕
@
カ
ム
プ
ハ
ウ
ゼ
ン

m口
E
t
-
E
E
Y
Jア
ル
プ
ル
ュ
ッ
グ
ハ
ロ
丘

E
n
w
)
b
の
蓄
型
日
支
配
屠
を
排
除
し
て
登
場
し
た
・
ル
ー
ル
の
主
導
者
ハ
ム
マ

y

ヘ
ル

(
戸
間

E
E
P
F
R
)
b
o新
型
の
支
配
暦
は
保
護
関
税
政
策
へ
志
向
し
て
、

ラ
ス
タ
ル
ハ
H
L
ω
r
R
U
・
パ
ム
ベ
ル
ガ

l
(
E
B
Z品。
o
b
の



左
翼
と
拾
抗
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
保
護
関
税
運
動
に
た
い
す
る
反
封
波
の
主
力
は
む
し
ろ
、
リ
ヒ
グ

1
(戸

F
岳

E
)
主

勾

地帯下
D
進
歩
黛
〔
小
プ
ル
グ
ョ
ア
・
家
内
野
働
者
〕
に
移
担
、
社
曾
民
主
黛
〔
都
市
野
働
者
・
一
部
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
〕
の
支
持
を
う
け
て
い
た
，

問
題
は
「
ド
イ
ツ

D
経
済
諸
関
係
D
小
宇
宙
」
と
い
わ
れ
る
中
央
黛
陀
あ
ヲ
も
そ
心
主
力
は
、
保
護
関
税
か
ら
不
利
を
う
け
る
に
も

、
*

か
か
わ
ら
ず
政
治
的
に
は
無
関
心
な
西

l
甫
ド
イ

y
D
小
農
・
手
工
業
者

b
z
び
フ
イ
y
・
オ

l
ベ
ル
V

ュ
ν
チ
ェ
ン
心
力
ト
リ
ッ
グ
の

工
業
弊
働
者
か
ら
構
成
さ
れ
て
h
た
が
、
他
面
て
は
保
護
関
税
を
強
く
要
望
す
る
ラ
イ

y

・
オ

l
ベ
ル
シ
ュ
レ
ク
ェ

Y

の
カ
ト
リ
ッ
ク

の
大
工
業
・
大
土
地
所
有
・
南
F
イ
?
の
紡
積
工
業
・
犬
中
農
お
よ
び
教
舎
を
構
成
要
因
と
し
、
さ
ら
に
逗
邦
八
目
立
主
義
的

t反
プ
ロ

イ
セ
ン
的
立
場
か

b
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
・
ヱ
ル
サ
ス
人
の
ほ
か
に
、
プ
ロ
一
ア
ス
グ
ン
ト
白
ハ
/
汐
ァ

I
正
業
員
山
支
持
を
も
う
け
て
い

hd

か
か
る
複
雑
左
構
成
要
因
を
有
ナ
る
中
央
業
は
保
護
関
税
問
題
て
窮
地
に
陥
っ
た
。

位
、
す
で
に
七
八
年
十
月
十
七
日
に
保
守
議
〔
一
ユ
式
名
〕
自
v
日
保
守
黛
円
一
一
一
九
名
U

園
民
自
由
黛
右
翼
〔
二
七
名
U

等
の
議
員
三

O
四
名
の
一

ぉ

「
自
由
園
民
経
済
連
令
」

Q
B
O
E
r吉
三

m
E島
E
Z
3
5
5凹
E
m
)
に
属
し
て
、
保
護
闘
税
に
賛
意
を
表
明
し
て
い
た
か

b
て
あ
る
。

そ
の
支
酷
唐
を
な
す
議
員
の
大
多
数
門
八
ヒ
名
〕

キ
《
穀
物
関
税
と
小
農
》
穀
物
関
輸
に
去
る
摂
債
市
ょ
に
イ
ン
ダ
レ
ス
ト
を
も
づ
の
位
、
自
家
消
費
以
上
に
穀
物
を
耕
作
L
、
慰
物
を
販
更
す
る
王
へ

ク
タ
ー
ル
以
上
の
粗
削
官
劃
棋
の
農
業
経
瞥
で
あ
る
。
一
八
八
二
年
の
農
業
経
管
制
査
に
主
れ
ば
、
五
へ
グ
タ
ー
ル
以
ょ
の
農
業
経
皆
は
総
経
瞥
歌
の
一
一

=
7
=一
七
%
に
す
ぎ
ず
、
主
と
し
て
京
エ
ル
ベ
の
ユ
シ
カ
1
耀
皆
が
占
め
て
い
る
。
抽
服
組
替
数
の
回
分
の
三
以
上
が
食
料
用
・
飼
料
用
に
む
し
る
穀
物
を

酔
入
ず
る
立
場
に
あ
の
た
め
、
穀
物
闘
枕
か
ち
不
利
を
う
け
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
わ
け
で
も
南
ド
イ
ツ
に
支
配
的
な
小
胤
悼
の
イ
シ
タ
レ
ス
ト
は
ユ
ン
カ
1

〉却

の
イ
シ
ダ
レ
ス
ト
と
針
立
す
る
。
炉
、
政
治
的
に
無
凶
剛
心
な
た
め
、
こ
の
封
立
は
潜
在
的
な
も
の
に
止
ま
ワ
て
い
た
c

以
上
の
情
勢
の
も
と
で
、
ピ
1

マ
ル
ク
忙
は
議
曾
白
多
数
派
を
確
保
す
る
た
め
に
二
つ
一
の
一
途
が
あ
一
っ
た

d

保
守
黛
・
自
由
保
守
黛
の

ほ
か
に
、
園
民
自
由
誌
の
支
持
を
求
め
て
ベ

Y

ニ
ク
セ
ン
提
案
と
協
調
す
る
か
、
そ
れ
と
も
中
央
薬
の
支
持
を
求
め
で
フ
ラ
Y
ケ

Y

シ

ド
イ
ツ
帝
国
主
義
と
経
済
政
策

第
七
十
三
春

五

第

鵠

Ji 



ド
イ
ツ
帝
国
主
萌
k
経
済
政
策

静
七
十
三
巻

ム/、

策

輯

」一，、

ュ
グ
イ
ン
提
案
と
協
調
す
る
か
、
て
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ベ

Y

ュ
グ
セ

Y
提
案
は
園
民
自
由
蕪
内
部
て
激
し
く
攻
翠
吉
れ
、
二
一
ー
ー

四
O
名
の
反
針
投
票
は
明
白
て
あ
っ

ha
絶
封
的
な
現
宣
政
策
家
と
し
て
の
ピ
ス
マ
ル
グ
は
、
図
民
自
由
お
茶
に
比
し
一
℃
連
邦
図
費
分

明

推
額
を
除
去
す
る
目
的
を
賢
現
し
え
な
い
と
し
て
も
閥
税
牧
入
の
削
減
さ
れ
た
い
中
央
薬
案
と
の
協
調
を
撰
び
、
こ
と
に
「
穀
物
と

鍛
』
と
の
た
め
白
保
護
闘
税
が
成
立
し
b
Q

と
れ
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
関
税
牧
入
は
、
保
護
関
税
〔
農
業
二
四
・
一
百
四
マ
ル
ク
、
金
属

六
・
六
ぺ
機
維
五
・
八
ぺ
林
業
三
・
八
に
そ
の
他
=
了
凹
H

〕
か
ら
四
一
ニ
・
七
百
高
マ
ル
ク
島
工
ぴ
財
政
関
税
か
ら
二
七
・
六
百
高
マ

辺
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、

ル
ク
と
拝
領
さ
れ
一
、
陸
軍
増
強
の
た
め
の
財
政
的
慕
盤
の
披
充
を
み
た
。
ま
さ
し
く
、
「
一
八
七
九
年
の
闘
税
改
事
は
新
ド
イ

y
布
閣
の

経
済
史
上
最
大
の
内
政
的
事
件
て
あ
り
・
・
そ
れ
と
と
も
に

F
イ
?
に
新
茸
商
主
義
の
時
期
が
始
ま
る
」
と
い
い
え
よ
う
。
一
商
で
は
、

そ
の
基
調
を
在
ナ
ユ
ン
カ

I
の
イ
ン

F
レ
ス
ト
擁
護
の
政
策
は
、
慢
性
的
農
業
恐
慌
の
深
化
に
と
も
な
い
ま
す
ま
す
毘
化
せ
ら
れ
、
八

七
年
白
小
姿
H
H
ラ
イ
姿
主
マ
ル
ク
関
税
白
賢
現
に
よ
り
最
頂
黙
に
蓬
す
る
。
わ
け
て
も
ロ
シ
ヤ
の
穀
物
職
出
に
痛
撃
を
具
え
た
こ
の
政

『
外
交
政
策
と
経
済
政
策
と
の
分
胤
』
が
惹
起
す
る

策
は
、
封
露
友
好
を
基
調
と
す
る
ピ
ス
マ
ル

F
の
外
交
政
策
の
基
礎
を
揺
が
し
、

矛
盾
士
激
化
し
た
。
ま
た
同
時
に
他
面
て
は
、
七
三
年
恐
慌
を
起
鮪
と
す
る
資
本
集
中
の
所
産
て
あ
る
カ
ル
テ
ル
の
形
成
に
と
も
な
い
、

保
護
関
税
の
育
成
閥
税
か

b
カ
ル
テ
ル
保
護
関
税
へ
の
『
機
能
交
替
』
が
行
わ
れ
、
図
内
的
に
は
原
料
l
b
T
製
品
H
H
完
成
品
の
生
産
行

程
を
有
す
る
混
合
企
業
の
単
純
企
業
に
た
い
す
る
優
位
冶
補
強
し
、
園
際
的
陀
は
関
税
を
競
宰
敵
上
の
攻
撃
武
器
と
す
る
カ
ル
テ
ル

M
M
 

の
グ
ム
ピ
ン
グ
政
策
に
よ
る
イ
ギ
H
ス
の
「
工
業
猫
占
』
へ
の
肉
拍
一
を
可
能
に
し
た
。
八
四
年
白
一
植
民
地
創
設
(
浦
市
川
刀
パ
日
目
川
弘
元
町
]

を
起
貼
と
す
る
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
は
こ
の
ご
つ
の
魂
を
も
っ
て
い
る
@

E宝
@@  

ロ
'
ロ
紅
白
】
四

R
R
J
立
た

H
1・
出
仏

H

a

F

H

∞0
・

白
阿
川
同
門
戸
]
}
四

R
昨日
r
崎
、
札
礼
出
向
岡
田
・
山
鳥
山
AY
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戸
時
間
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ω
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色
商
品
-
bミ
同
誌
と
号
、
吉
、
内
乱
町
、
島
民
phnpahの
も
を
た

N
F
Z
4
H
H
φ
-∞巴

H由凶叫

mm・
-ctg
お
よ
び
、

お
け
Q

強
力
の
校
訓
」
マ
ル

y
ス
・
品
ン
ゲ
ル
〈
選
集
第
十
六
巻
下
、
頁
阿
凹
七

1
六
五
多
問
。

@
H
C官
ロ
ロ
G
N
t
a
E
F
、
ぜ
た
と

R
h
n
G号
、
と
も
た
与
h
主
ミ
ミ
乱
E
D
L言
、
日
記
号
、
、
a
h
r・
5
ヨ
出
{
「
岡
山
・

2
G

@
F
F
E
E
E
U
崎
、
広
田
回
目
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t寸

@
o
p
yロ
広
島
冊
、
吾
、
出
国

HaIHα
由

⑮
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NMO一円5
5
0
7

号
、
・
団
自
由

pa--Q・
mrzoF♂
岳
、

-a‘
百
十

4
・

⑫

]

円

5
1
5
b
h
h
p
z
h
s同
号
、
音
吾
、

h
S
N
3
1
E念
。
、
道

H∞G
口

F
石
島
田
呂
田
∞
凶
。
∞
・

⑮
巧
同
一
言
】

E
O
E。「
p
b
R
b
nえ
R
P
N
E
U主
主
与
え
与
を
主
主
]
回
目
。
・
田
町
凶
・

⑮

司

P門
]
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F
N
U
N
A
担

問

ω

⑮

A
R

問
]
ハ
戸
田
巳

K
E
R
P
Eえ

E

出ハ
F
H
a
伊
同
∞
臼
・

⑨

品

]

同

E
5目
自

民

O
E
E
m
b号
出
話
、
定
員
E
R
h
h氏
、
九
句

p
h
R
D話、
E
H
A
E
O
N白
骨
回
同
同

5
2・

M
L

切
目
白
!
日
虫

ヒ
ル
プ
ァ
ー
デ

4
ン
グ
の
展
開
に
主
れ
ば
、
∞
資
本
の
有
機
的
構
成
円
高
度
化
に
と
も
な
い
、
開
骨
質
部
分
の
比
重
は
相
封
的
に
惜
少
と
な

p
、
農

業
嗣
柏
に
か
ι

い
す
る
大
工
業
の
抵
抗
は
弱
佑
ナ
る
。

ω保
護
闘
枇
は
、
生
産
が
囲
内
市
場
の
需
要
を
凌
刷
局
ず
件
ば
育
成
闘
柄
と
し
て
の
佼
割
を
果

し
え
な
く
な
る
が
、
カ
ル
テ
ル
田
形
成
唱
と
と
も
に
囲
内
市
場
で
の
調
占
債
格
に
よ
り
超
過
利
潤
を
獲
得
せ
し
め
、
ー
か
も
そ
り
一
部
は
カ
ル
テ
ル

の
輸
出
挺
附
金
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
ぞ
れ
ゆ
え
に
保
護
関
税
は
外
闘
工
業
に
上
る
圏
内
市
品
征
服
に
た
い
す
る
防
掘
の
手
段
か
ら
、
囲
内
工

業
に
よ
る
外
闇
市
場
和
服
の
手
段
と
な
る
。
こ
の
世
界
市
場
で
の
闘
争
K
布
い
て
決
定
的
に
主
要
と
な
る
の
は
、
カ
ル
テ
ル
の
呉
市
え
う
る
検
出
現

即
金
で
品
目
、
こ
れ
は
岡
内
市
場
か
b
放
か
を

ιれ
う
る
超
過
利
潤
に
依
存
す
る
。
か
く
し
て
、
保
諮
問
枕
の
高
さ
は
悶
際
的
競
争
に
お
い
て
決

定
的
型
肉
、
と
な
ワ
て
〈
る
。
同
仰
と
の
保
護
嗣
杭
は
首
品
、
国
際
的
封
立
る
同
時
に
圏
内
的
酎
立
を
も
ま
ず
主
す
尖
銑
佑
す
る
た
め
、
一
位
曾
の
す
べ

て
の
楳
力
手
段
を
意
識
的
に
総
括
し
て
資
本
の
搾
取
手
段
に
輔
化
し
よ
ろ
と
す
る
、
と
。
さ

b
に
ま
た
、
「
金
融
資
卒
論
」
〔
林
要
数
投
語
、
頁
、

四
九
回
]
に
お
い
て
は
、
「
一
人
七
九
年
に
お
け
る
保
護
闘
相
の
勝
利
は
、
保
護
閥
耽
の
横
揺
に
お
け
る
一
一
時
向
。
閲
始
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

‘.、.、

ワ
て
、
育
成
闘
税
は
、

L
だ
い
に
カ
ル
テ
ル
保
謎
闘
税
と
h百
叫
つ
た
の
で
あ
る
」
と
遺
ぺ
ミ
、
そ
の
歴
且
的
地
位
を
規
山
克
品
L
て
い
る
。
す
で
に
二
八
七

、
.
、
、
』
、
.
』
、
.
‘
、
.
.
.
 、
.
』
、
.
‘
‘
.
‘
、
.
、
、
、
、
、
、
.
、
』
、
.
、
、
』
.. 

、
』
、
.
、
、
.
、
』
、
.

九
年
主
月
荊
日
、
帝
国
議
官
忙
布
い
て
、

p
ヒ
F

1
は
刀
ル
テ
ル
白
「
新
政
策
」

E
攻
撃
し
て
、
軌
保
障
延
・
草
繭
・
汽
闘
車
止
産
者
が
図
家
愛

ド
イ
ツ
帝
国
主
義
と
経
済
政
策

第
七
十
一
二
巻

七

第

量君

エ

γ
ゲ
ル
ス
「
隠
虫
凡

七



ド
イ
ツ
帝
問
、
一
主
義
と
経
済
政
策

第
七
十
三
告

J、
第

鵠

/、

註
に
は
商
慣
椅
を
、
外
国
へ
の
輪
出
に
は
低
債
拾
を
、
附
す
る
二
重
債
持
政
策
を
と
る
の
乞
兵
般
的
に
指
摘
し
て
ヤ
る
。
こ
の
鮎
に
ツ
い
て
は
]

同
5
4
E
r
r
-
a
国

P
H
m
H
g
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑮
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
イ
ギ
リ
ノ
ス
に
お
け
る
時
働
者
階
級
白
歌
諮
」

楠
巷
2
、
頁
五
O
二
参
照
c

(
一
八
九
二
血
ド
イ
ツ
語
版
第
ニ
版
へ
の
序
論
)
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
、

ド
イ
?
帝
圏
、
正
義
の
経
済
政
策

「
穀
物
と
銭
』
と
の
岡
県
に
よ
る
圏
内
市
場
確
保
の
政
策
は
、
一
一
回
ゼ
は
、
農
業
恐
慌
の

深
化
に
と
も
友
う
ユ

Y

虫

l
保
護
政
策
の
一
強
化
、
他
商
て
は
、
ミ
、
不
ッ
ト
鍬
の
利
用
台
可
能
に
し
た
ト
l
マ
ス
法
〔
七
九
年
夜
明
〕
導
入

A
A高
度
保
護
関
税
政
策
と
そ
の
矛
盾
V

を
槙
粁
と
し
て
恐
慌
か
ら
脱
出
す
る
大
銭
鋼
業
・
八

0
年
代
以
降
念
法
に
後
展
ナ
る
電
気
主
業
お
よ
び
化
問
中
工
業
の
サ

A
市
場
確
保
の

要
品
、
こ
む
刑
判
立
か
ら
矛
盾
に
直
面

T
る
K
い
た
る
@

第
二
九
の
示
す
よ
う
に
、
関
税
導
入
後
も
穀
債
は
ま
す
ま
す
崩
落
し
た
。
モ
れ
の
み
で
キ
¥
ユ
ン
カ
l
階
級
存
立
の
死
活
僚
件
告

在
す
酎
茶
糖
工
業
お
上
ぴ
馬
鈴
薯
ブ
ル
ロ
ー
ル
工
業
は
、
西
イ
ン
ド
白
甘
庶
椀
と
戸
山
y

ヤ
の
穀
物
ア
ル
コ
ル
正
の
競
争
に
よ
り
図
際

競
争
教
に
敗
返
す
る
危
機
に
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
八
五
年
に
園
家
の
輪
出
奨
働
金
等
の
形
態
て
税
梯
戻
し
を
う
け
る
額
が
増
加
さ
れ
、

「
か
り
に
輪
出
吉
れ
た
砂
糖
が
杢
部
海
の
な
か
へ
な
げ
こ
ま
れ
た
と
し
て
も
、
製
糖
業
者
は
政
府
の
奨
助
金
か
ら
利
潤
を
え

b
れ
・

白

馬
鈴
薯
製
7
ル
コ
ー
ル
の
醸
造
業
者
も
EE--:
会
心
ふ
と
こ
ろ
か
ら
年
額
約
ト
九
百
寓
ド
ル
の
謄
物
を
う
け
」
る
に
い
た
っ
た
限
ど
。
て
あ
る
。

そ
れ
と
と
も
に
、

7
メ
目
出
・
東
イ

Y
F
・
オ

l
ス
ト

P
1
1
ハ
ン
ガ
り
l
・
わ
け
て
も
ロ
シ
ヤ
の
穀
物
撤
出
花
封
抗
し
て
、

ユ
Y
カ

ー
の
尽
の
よ
う
な
穀
物
関
税
引
上
要
求
も
古
た
笠
現
さ
れ
る
。
保
守
業
・
自
由
保
守
擦
の
ほ
か
に
閣
民
自
両
日
東
・
中
央
誌
の
支
持
の
も

と
に
、
八
王
年
に
小
婆

I
ラ
イ
委
一
一
一
マ
ル
ク
関
税
が
、
さ

b
に
八
七
年
に
は
小
葵
M
H
ラ
イ
姿
五
マ
ル
ク
闘
税
が
、
資
現
し
、
ピ
ス
マ
ル
ク



時
代
の
保
護
関
税
運
動
は

引わ

損
貼
に
遺
し
た
。
こ
の
よ

A
ノ
友
保
護
政
策
は
ド
イ
ツ

工
業
白
重
要
輪
出
市
場
て

あ
る
7
メ
り
カ
合
素
因
・

ロ

勺
J

ヤ
・
オ

l
ス
ト
リ
ー

ーハ
Y

ガ
リ
ー
の
封
抗
措

置
を
誘
登
す
る
と
と
も
に
、

勢
賃
を
騰
貴
せ
し
め
て
工

業
の
わ
け
て
も
侭
弊
貨
を

武
格
と
す
る
輪
出
工
業
の

関
際
的
競
争
能
カ
を
弱
化

釘

mm

さ
せ
た
〔
第
三
表
白
前
半
円

停
滞
と
後
半
の
躍
謹
と
の
謝

単位~lマルク jl000kg

小 室長 ライ 主F

〔プロイセン) (7"'0イセン〉

235.2 179.2 
211.1 166.4 
185心 160.0 

Eペ~ワ:--) (ダンチヒ) c<ユ"~ンJ にベwリン)C，...-"テt-) (1ユンへンコ

100.9 148.2 180.6 140.9 131.3 

151.3 138.9 188'5 130.6 120.2 1也5.0

164.4 141.5 190.1 120.9 108.0 141.6 

172.2 135.2 193.9 134.5 121.0 150.8 

187.7 137.5 197.9 155.5 149.6 16口1

195.4 145.1 213.3 170.0 159.4 179.2 

224.2 178.1 289.5 211.2 208.1 210.1 

176.4 158.1 205.5 176.3 174.2 181.9 

J.51.5 125.8 174.2 i 1日8.7 123.4 1':1:1.5 

136.1 102.6 155.8 117.8 110.4 122.5 

142.5 107.0 16生3 119.8 116.2 134.7 

156.2 117.0 174.5 118.8 118.8 146.8 

1'73.7 131晶5 187.3 130.1 119.3 153‘7 

185.5 148.7 210.5 14日.5 142.3 170.5 

155.3 151.1 178.8 146.0 139.5 161.9 

vn.8 14~.~ 17円.6 142.6 133.1 1[53.7 

163.6 162.9 186.0 140.7 134.0 159.5 

163.1 162.4 183日 144.2 139.4 131.9 

174.8 165.2 191. 1 151.9 ]42.1 145.4 

233.9 228.8 247.5 176.5 171.8 174.4 

ドイツの穀物質絡

188 

188 

1887 

188 

188 

189 

189 

1892 

189 

189 

189 

189 

189 

189 

189 

1900 

190 

190 

190 

1909 
ー一一一一よー ← 」一一

第二表

1871.-7 
1876-80 
1881-85 
一一一一」

保
護
関
税
政
策
に
脅
威
さ
れ
る
大
商
業
・
小
農
・
小
ブ
ル
ジ

ョ
ア
お
よ
び
弊
働
者
階
級
の
敵
封
と
は
、
政
治
的
に
も
九

O
空
一
月
心
帝
閣
議
舎
の
混
血
革
〔
祉
脅
民
主
黛
と
向
-
問
誠
司
と
の
大
詰
山
山
〕
に
反
映

さ
れ
、
政
策
費
更
を
不
可
避
な
ら
し
め
わ
。

周
を
参
照
せ
よ
U

。
世
界
市
場
確
保
を
死
活
僚
件
と
す
る
工
業
の
要
請
と
、

ド
イ
ツ
帝
園
主
義
と
結
湾
政
策

第
七
十
一
ニ
告

ブb

第

競

プb



ド
イ
ツ
帝
園
主
義
正
経
済
政
策

第
七
十
一
一
一
春

O 

O 

第

抗

ドイツ工業の続出耳位 100寓マルク第三費

話
⑩
品
】
〉
ロ
四
E
N
α
E
o
J
h
h
m
w
N
N
唱
え
員
、
、
R
N
ど
に
九
円
旨
h
h
g
h
L
当
主
F
え
・
H
C
Q
吋
・
出
回
目
。
t
4
・
な
布
、
前
掲
拙
稿
を

参
照
さ
れ
た
い
。
ト
ー
マ

λ

誌
に
よ

p
、
合
憐
分
円
安
い
ロ
ー
ト
リ

J

シ
ゲ
ン
・
ル
ク
セ
ン
ノ
ル
グ
の
ミ
ネ
ッ
ト
鎖
も

有
利
に
利
用
さ
れ
う
る
乙
と
之
な

p
、
一
八
人
同
年
に
は
す
で
に
}

1

7

ス
訟
に
よ
る
銑
舗
生
産
商
は
ベ
ッ
セ
マ
ー

法
に
よ
る
そ
れ
を
凌
駕
し
た
。

日
脚
一
「
F
B
E
E
-
き
ム
山
町
田
t
⑦
よ
り
抽
出
c

品
別
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
保
護
関
税
と
自
由
貿
易
」
(
一
八
八
八
年
七
月
、
マ
ル
ク
ス
『
自
由
賞
品
問
題
』
英
語
版
昨
丈
)

マ
ル
ク
ス
・
ヱ
シ
ゲ
ル
ス
選
集
、
第
二
巻
下
、
貰
四
一
八
。

品W
4
m
]
C
国
防
一
】
】
宮
内
向
。
ロ
・
志
社
品
な
山
回
目
一
o
t
同

@
毛
色
F
O
L
b
w
p
h
u
R
h
N
芸
人
4令
官
主
誌
を
b-
ミ
E
Z
P
R
守
E
号
、
町
、
久
P苛
5

5

k

h
づ
N竜
丸
岡
島
民
島

ハ
円
∞
u
o
i
H
E
O
〉

'mF
仏
・
〈
-
F
印
国
品
。
白
一
6
E
O
い
'
出
回
日
日
1
0印
た
L

と
え
ば
、
一
八
九

O
年
一

O
月
の
ア
メ

9
カ
合

来
園
田
マ
ッ
キ
U
J

レ
イ
Z
E
同
E
庁
司
関
税
車
問
工
業
の
、
わ
け
で
も
資
本
構
成
の
低
位
の
繊
維
工
業
の
、
輸
出
を

阻
害
し
た
。
営
時
の

y
イ
ツ
の
歌
山
工
業
の
園
際
的
競
管
情
力
の
一
要
国
が
保
持
賃
Lι

労
働
日
延
長
に
あ
っ
た
と
と

は
、
司
・
出
U
E
E
3
1
旨
守
ミ
5
3
q
b
N
品
、
注
目
町
、
き
と

0

0
白
同
白
山
町
勺

3
1∞
戸
に
も
相
摘
さ
れ
て
い

る
。
車
工
業
品
工
び
、
婦
人
・
少
年
捗
働
の
比
亘
の
大
き
い
繊
維
工
業
は
と
り
わ
け
、
勢
働
者
保
護
に
敵
謝
的
な
立

場
に
あ
ワ
た
。
中
ぃ
八
年
の
『
中
央
連
合
』
の
第
二
回
融
曾
は
一
回

l
六
歳
の
伊
年
勢
働
の
た
め
の
一

O
時
阿
野
働
日

確
定
に
反
謝

L
、
八
五
年
に
『
中
生
連
合
』
比
成
年
身
働
の
労
働
臼
規
制
に
ゆ
庁
い
す
る
一
一
切
の
同
家
の
干
渉
を
拒
否

し
て
、

R
出
耳
目
1
5
出
E
8
I
国
E
ロ
ム
吉
国
E
3
を
宣
言
す
る
。
一
八
八
九
年
以
後
額
賞
す
る
ル

1
パ
と
オ

1
ベ
ル
シ
ム

レ
ジ
ェ
ン
の
鎖
山
野
働
者
の
大
ス
ト
ラ
イ
キ
を
調
停
す
る
た
め
拶
働
者
代
表
ー
と
面
接
し
た
ず
ィ
日
ハ
(
ル
ム
E
の
家
父

長
的
干
渉
に
た

J
r
L
て
、
司
産
業
王
キ
ル
ド
ル
フ
ハ
開
問
E
o
ろ
は
い
う
、
『
刀
イ
ザ
ー
も
手
も
極
瞥
で
阻
止
ん
ら
致
言
し
え
な
円
程
替
で
は
わ
れ

わ
れ
だ
け
が
決
定
す
る
の
だ
』
E
。
調
占
資
本
の
権
力
的
地
位
の
上
訴
を
端
的
に
物
語
ワ
て
い
る
。
d
E
F
同
ロ
日
百
ω
ぷ
&
見
出
血
戸
出
回
目
。
印
t
∞

@
E
o
F
E
V
-
E
-
b
員
同
容
主
同
号
、
雪
友
達
与
h
R
室
内
雲
、
関
目
白
山
町
H
a

@
肖
由
説
9
4
H
A
H
E
M
E
目
。
可
日
E
〉
位
、
八
一
年
に
『
分
離
祇
』
を
結
成
し
た
問
民
自
由
紫
左
翼
が
、
八
五
年
に
註
昔
議
と
合
流
し
て
生
じ
た
も

の
で
、

p
ヒ
グ
ー
の
、
主
導
下

K
あ

p
、
一
一
一
二
か
b
六
六
議
席
へ
隈
謹

L
た
。
一
昨
官
民
主
貨
は
一
一
か
ら
三
五
議
席
へ
躍
進
し
た
。
申
央
集
は
票
数



一
七
・
凪
高
巣
を
先
っ
た
が
八
議
席
を
晴
加
し
て
一

O
六
議
席
を
出
品
、
以
上
が
瓦
勤
扱
を
構
成
し
た
。
と
れ
に
た
い
し
て
、
保
守
誌
は
人

o
b

b
七
三
一
議
席
へ
、
自
由
保
ヰ

1
帝
国
認
は
四
一
か
b
ニ
O
議
席
、
開
民
自
由
識
は
九
九
か
ら
四
二
議
席
へ
輔
落
L
、
ピ
ス
マ
ル
グ
の
内
政
的
基

盤
で
あ
る
『
カ
ル
テ
パ
』
陣
皆
の
完
全
な
問
潰
を
示
す
。
と
れ
は
も
と
よ
り
、
た
だ
た
ん
に
経
済
政
策
忙
た
い
す
る
酎
抗
か
b
の
み
招
旗
印
さ
れ

た
の
で
は
な
い
。
紙
隔
の
閥
係
で
詳
述
を
詐
さ
な
い
。

@
当
同
む
官
、
利
食
品

a・8
1
。・

「
わ
れ
わ
れ
は
商
品
を
輸
出
す
る
か
、
そ
れ
と
も
人
聞
を
輸
出
ナ
る
」
〔
酔
酔
叫
ん
一
」

q
ー」
v
と

の
言
葉
の
う
ち
に
新
宰
相
カ
プ
リ
ず
ィ
は
帝
園
主
義
F
イ
ツ
の
此
界
市
場
確
保
の
野
墜
を
集
約
的
に
表
現
し
て
い
る
。
ノ
イ
ェ
・
ク
ル

ス
の
経
済
政
策
白
き
わ
だ
っ
た
特
徴
を
た

F
も
の
は
、
農
業
関
税
率
切
下
に
主
り
封
外
的
に
は
通
商
政
策
ム
の
障
悼
の
緩
和
を
・
封
内

的
に
は
低
穀
債

l
低
勢
賃
を
・
招
来
し
、
工
業
閥
税
を
援
用
す
る
カ
ル
テ
ル
の
グ
ム
ピ
ン
グ
政
策
と
あ
い
ま
っ
て
、
世
界
市
場
争
奪
敢

に
優
位
を
占
め
よ
う
と
す
る
濁
占
資
本
の
企
園
、
お
よ
び
品

Y

カ
階
級
の
政
治
的
孤
立
の
姿
て
あ
る
@

ま
ず
注
目
す
べ
き
己
と
は
、
政
策
幾
更
を
招
来
し
た
直
接
的
要
因
が
、
九
一
年
白
金
ヨ
ロ

l
ロ
ハ
的
大
凶
作
に
あ
る
己
と
だ

Q

ロ
シ
ヤ

も
凶
作
の
た
め
七
月
に
ラ
イ
萎
そ
の
他
の
・
十
一
月
に
は
小
察
白
輪
出
禁
止
措
置
を

ιる
に
h
た
り
、
穀
債
は
未
曾
有
の
騰
貴
主
一
一
小
し

(
蛸
「
拐
さ
、
西

Hn甫
F
イ
?
の
食
糧
難
の
た
め
の
緊
急
措
置
と
し
て
九
月
に
穀
物
等
級
別
貸
率
が
施
行
さ
れ
、
遠
隔
地
へ
の
穀
物
輸
詮

費
の
低
廉
佑
に
よ
り
東
エ
ル
ベ

D
穀
物
の
移
入
を
計
っ
た
ほ
ど
て
あ
る
。
こ
の
情
勢
が
、
高
度
保
護
関
税
率
を
固
執
す
る
政
治
的
危
険

を
保
守
黛
白
主
導
者
カ

l
z
ッ
ツ

(
E
E
δ
に
す
ら
桐
察
せ
し
め
、
か
く
し
て
九
一
年
十
二
月
に
帝
閣
議
晶
聞
に
提
出
さ
れ
た
庁

l
ス
ト

り
1
通
商
僚
約
に
た
い
す
る
保
山
内
旧
東
む
攻
撃
の
焦
黙
は
、
小
萎

1
一
フ
イ
要
一
二
・
五
マ
ル
ク
へ
の
穀
物
関
税
率
切
下
よ
り
は
む
し
ろ
寸
ニ

必

年
間
白
保
約
期
聞
に
定
め

b
れ
た
。

B
A
J
4
エ
・
ク
ル
ス
の
経
済
政
策
V

濁
占
斉
木
の
代
劇
冊
者
図
民
自
由
黛
は
、

し
て
、
銀
関
税
率
の
維
持
と
工
業
に
比
し
ヨ
リ
強
く
切
下
げ
ら
れ
た
農
業
闘
税
率
と
主
基
調
と
す
る
こ
の
傑
約
に
よ
り
七
九
年
に
か
ち

他
面
J
L

、

野
働
者
階
級
の
カ
の
急
速
な
成
長
を
ま
え
に

え
ら
れ
た
ユ
ン
カ
!
と
の
同
盟
の
解
潤
を
招
来
す
る
こ
と
を
怖
れ
て
、
そ
り
一
郊
に
は
動
祁
が
認
め

b
れ
た
。
が
、
オ
ス
ト
リ

l
通

γ
イ
ツ
帝
国
主
義
も
と
経
済
政
策

第
七
十
三
容

第

掠



ド
イ
ヅ
帝
国
主
義
主
経
済
政
策

第
七
十
三
者

商
傑
約
は
十
八
円
に
保
守
鶏
右
翼
の
完
杢
な
孤
立
の
も
と
に
可
決
[
袖
日
一
時
凶
)
さ
れ

hQ

翌
九
二
年
に
は
す
で
に
穀
債
は
再
び
崩
落
傾
向
主
示
し
た
た
め
、
「
中
央
蓮
会
」
〔
1
猫
占
資
本
〕
の
政
府
と
の
協
働
陀
針
抗
し
て
J

ユ
ン
ヵ
ー
は
「
農
業
者
同
盟
」

(
F
E
雪

E
己
記
門
戸
内
町
虹
一
一
一
)
に
結
集
し
た
@
そ
の
営
面
の
闘
宰
目
標
は
、
わ
け
て
も
パ
ル
y
ト
海
沿
岸
部

d
山

市
の
商
業
・
化
率
工
業
お
よ
び
オ

l
ベ
ル

y
ι

レ
ジ
ェ

Y

の
一
石
炭

i鎖
鋼
業
に
主
着
さ
れ
る
ロ
シ
ヤ
癌
商
僚
約
締
結
要
求
に
た
い
す
る

持
抗
に
あ
っ
た
。
古
し
あ
た
っ
て
の
力
試
し
と
し
て
、
ル

I
T
-
-
ヤ
遁
商
保
約
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
ロ
シ
ヤ
の
穀
物
が
穀
粒
U
H
穀
粉

第

鵠

形
態
て
原
産
地
読
明
に
も
か
か
わ
ら
ず
ル
ト
マ
ニ
ヤ
経
由
に
よ
り
輸
入
さ
れ
る
忙
相
具
た
L
と
の
論
擦
を
掲
げ
る
「
農
業
者
同
盟
し
」
の

嵐
の
よ
う
友
7
0
テ

I
V

胃

Y

を
ま
え
に
し
て
、
い
ま
、
関
民
間
由
窯
・
帝
園
〔
1
自

由
保
守
]
黛
お
よ
び
中
央
黛
は
畏
縮
分
裂
を
一
示
す
。
九
一
一
一
年
十
二
月
に
ル
!
?

通
商
傑
約
は
可
決
議
一
致
盟
〕
さ
れ
た
と
は
い
え
、

の
股
却
を
物
語
る
(
時
間
)
。

ぺ'

ユ
Y

カ

l
の
政
治
的
孤
立
か

b

ロ
シ
ヤ
逼
商
僚
約
に
た
い
す
る
ユ
ン
ヵ
ー
の
反
封
闘
争
は
、

門
市
場
確
保
の
要
求
と
呼
隠
し
て
、
調
露
関
税
肢
を
謹
入
し
、
す
で
に
九
三
年
七
月

三
九
日
以
後
、
F
イ
?
は
ロ
シ
ヤ
穀
物
に
七
・
五
マ
ル
ク
関
税
を
課
し
て
い
た
。
己
の

開
税
戦
に
よ
り
ド
イ
y
相
州
市
資
本
は
ロ
シ
ヤ
市
場
を
念
蓮
に
喪
失
し
尋
問
一
一
日

g
w
芙

ロ
シ
ヤ
の
協
調
的
態
度
と
あ
い
ま

ロ
シ
ヤ
大
工
業
D
園

悌
資
本
心
競
争
に
敗
退
す
る
危
機
に
曝
さ
れ
た
。

っ
て
、
政
府
は
濁
占
資
本
白
職
出
市
場
確
保
の
要
請
に
臆
え
て
九
四
年
二
月
に
通
商

線
約
を
締
結
し
た
固
鋳
鋼
玉
シ
ヶ
t
ウ
ム
ハ

S
D
宮
E
H
E
U
は
い
士
、
帝
園
議
合
陀
お

ドイツの針ロシ γ鴎;ll

I 1四8月年 I 1白123月年

中高 すE lii755 3916 

アー 9:/・!z.-)L-染料 2138 921 

過憐酸肥 う料 26782 22693 

銑 鑑主 24498 25101 

." メ ユ〆 卜 214449 35298 

オミ ツ フー 1976 245 

棋 械・錨製 品 49696 38404 

石 決 553293 5生6770

第il'l表

〔車位 d，=100kg]



か
く
し
て
、
政
府
は
侠
約
締
結
に
よ

J
川
つ
け
る
ユ

Y

方

l

D
損
傷
を
後
和
す
る
た
め
「
同
一
性
吾
川
ハ
匡
皇
室
自
己

当

-EU白
慶
止
を
提
案
す
る
と
同
時
に
、
穀
物
等
級
別
貸
率
白
撤
震
を
百
貨
求
す
る
中
央
葉
の
憲
主
迎
え
よ
う
と
し
た
。
と
い
う
の
は
、
九

一
年
の
こ
の
緊
念
措
置
は
、
そ
の
後
東
エ
ル
ペ
の
穀
物
の
移
出
手
段
に
特
化
し
、
高
穀
慣
に
慣
れ
て
い
た
南

l
閏
F
イ
y
白
地
主
民
脅

威
を
奥
え
て
い
た
た
め
、
そ
の
不
満
を
鎮
め
て
も
と
も
と
た
ん
ら
イ
ン

F
レ
ス
ト
の
在
い
同
一
位
詩
明
慶
止
に
賛
同
せ
し
め
る
必
要
が

あ
っ
た
か

b
ゼ
あ
る
。

い
て
工
業
の
名
の
も
と
に
感
謝
D
意
を
表
明
す
る
日
程
九

こ
れ
に
た
い
し
て
、
九
三
年
の
大
型
作
に
よ
り
来
官
有
心
穀

侵
崩
落
(
持
昨
一
党
)
に
直
面
し
た
ユ

γ
ヵ
ー
は
、
十
年
聞
の
僚

約
期
間
と
ロ
シ
ヤ
に
た
い
す
る
三
・
豆
マ
ル
ク
穀
物
関
税
率

の
遁
用
と
に
た
い
し
て
必
死
の
闘
需
を
展
開
す
る
。
ナ
で
園

民
間
由
黛
白
大
部
分
・
中
央
黛
の
一
部
も
ま
た
動
格
す
る
に

い
た
る

ドイツの針ロシヤ貿易

シ
一
ツ
批
判
一

イ
轍
い
一

の
尚
一
ド
繍
た
比
一

ツ
聡
一
向
ク
一

8

9

5

6

5

N
吋

一

百

九

一

m
m
m
m

入
一
け
ん
昨
一
日

1

1

1

0

輪

F
嶋
他
凶
一

ツ
の
一
宮
内
ク

ド
か
一
首
臼
マ

1910 11413 

7.8% 

5.3 

主i|一 5.7 

6.4 

6.5 

9.7 

11.0 

7.5 

7.0 

8.3 

6.1 

7.0 

7.6 

8.5 11 184.6 

195 

13.9 11 364 

12.1 11日59

221 

13.5 11 141 

山Z

12.7 

13.4 

第五量

331.4 

342.9 

1890 1 541.9 

544 

569 

1894 

1895 

1880 

1885 

こ
の
宥
和
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ロ
シ
ヤ
遇
商
保
約
を
め
ぐ
る
闘
争
の
さ
中
に
、
保
守
誌
と
政
府
と
の
針
立
は
極
端
に
尖
銃
化
し
た
回

保
守
黛
は
帝
閣
議
曾
て
は
、
カ
プ
リ
ず
イ
の
退
陣
要
求
に
よ
り
、
あ
る
加
は
海
軍
機
張
案
に
た
い
す
る
棄
構
に
よ
り
ヂ
モ
Y

ス
ト
レ

l

シ
ョ
Y

を
ナ
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
イ
セ
Y

州
議
合
て
は
「
F
ル
ト
ム
V

ト
U
H
ラ
イ
ン
運
河
」
企
霊
を
桓
否
し
て
ラ
イ

γ

・
ず
ェ
ス
ト
7

四

ァ

l
レ
y
白
石
茨

1
銭
銅
狽
占
資
本
を
畏
縮
せ
し
め
た
@
帯
園
議
舎
ゼ
の
票
決
に
際
し
て
、
関
民
自
由
設
も
中
央
集
も
分
裂
し
た
が
、

ド
イ
ツ
帝
国
主
義
正
経
済
政
策

繁
七
十
三
巷

第

韓



「
イ
ツ
帝
国
主
義
主
経
済
止
策

第
七
十
三
春

回

第

量主

四

舵
舎
民
主
翼
・
自
由
業
雨
液
等
D
支
持
の
も
と
に
、

れ
ず
ヤ
遁
商
保
約
は
三
月
十
日
に
可
決
議
一
一
一
回
却
騨
)
さ
れ
た
。

保
守
誌
の
機
関
紙

「
F
ロ
イ

y
-
Y
ァ
イ
テ
ゥ

y
h
y
」
(
円
E
N
N
E
Z
m
)
の
主
筆
ハ
ム
マ

l
y
ュ
グ
イ
ン
?
。
回
国
お
白
E
O
E
2ろ
は
い
う
、

「
ロ
シ
ヤ
遇
商

保
約
は
墓
石
で
あ
り
、
そ
の
一
一
聞
に
は
す
ぐ
さ
ま
、

『
と
と
に

F
イ
ツ
農
業
は
葬
ら
れ
た
り
』
と
の
碑
文
を
刻
み
う
る
@
墓
若
田
他
函

に
は
、
し
ば
し
の
の
ち
に
は
「
F
イ

y
工
業
も
ま
た
モ
の
あ
と
を
温
え
り
』
と
記
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
(
枇
鯉
駐
日
計
六
日
)
叩

敗
北
し
た
ユ
ン
カ
ー
は
、

h
士
h
わ
ゆ
る
=
一
大
手
段

1
金
銀
複
本
位
制
導
入
・
取
引
所
改
革
の
要
求
治
よ
び
カ

l
z
ッ
ツ
提
案
を
掲

げ
て
、
穀
慣
吊
上
り
た
め
に
頑
強
な
F
ジ
テ

l
シ
ョ

y
t展
開
す
る
。
ロ
官
ヤ
遇
商
保
約
探
揮
白
直
後
、
四
月
七
日
に
、
帝
閣
議
曾
へ

最
一
初
白
カ

1
ニ
ッ
ツ
提
案
が
な
さ
れ
た
。
園
内
消
費
向
外
圏
穀
物
H
H殻
粉
の
専
買
に
よ
る
瀦
占
債
格
設
伺
輔
君
一
議
一
均
一
時
一
t
h
h
b
ク
、
)
を

設
定
し
よ
う
と
す
る
こ
白
企
聞
は
、
網
農
業
経
皆
の
六
九
%
を
占
め
・
む
し
ろ
穀
物
を
購
入
す
る
立
場
に
あ
づ
た
過
小
農
白
イ

y
F
レ

ス
ト
を
害
し
、
消
費
大
衆
に
年
々
四

l
六
億
マ
ル
ク
を
負
捨
せ
し
め
る
と
い
う
、
露
骨
荘
東
エ
ル
ベ
の
ユ

γ
カ
経
瞥
擁
護
の
性
格
を

も
つ
も
の
で
あ
わ

J

、
保
守
業
右
翼
を
除
く
季
脱
出
品
の
反
封
の
も
と
に
否
決
議
4
L
r
鼎
)
古
れ
恥

ι
ン
カ
ー
は
再
び
孤
立
し
た
。

匡

@

4
・
F
F
K訟
九

ω一
回
叫

@
4
m
f
d君
"
】
]
岡
宮
。
品
。
耳
E
y
b
M
G
同
社
主
母
、
立
与
に
守

5
1色、
H
U
G

寸
話

E
t
g・
皐
例
一
。
銑
錨
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
場
合
。
一
八
入
六

咋
に
創
設
さ
れ
た
ラ
イ
ン
・
グ
エ
ス
ト
フ
ァ
1

レ
ン
銑
錨
連
合
(
同
7
0
自
民

FJ〈
E
E
R
F
2
問。
Z
E
E寸

R
Eロ
δ

は
九
七
年
に
ジ
ー
が

1

ラ

ン
ド
銑
錨
版
賓
組
合
ハ
〈
2
5
2同門戸
E
〈
2
E
E
4
0ロ
民
品
EmE骨
円
同
。
F包
括
ロ
)
主
結
集
し
て
、
デ
ユ
ヅ
セ
ル
ド
ル
フ
銑
錨
ジ
ン
ジ
ケ
I
T

(
同
己
花
田
自
立
ロ
E
r且
NC
巴
E
E
E同
同
)
を
設
立
し
た
。
ド
イ
ツ
の
銑
舗
の
関
内
摘
占
債
格
は
、
イ
ギ
羽

J

ス
の
銑
輯
債
格
に
此
L
て
、
づ
ね
忙
銑

描
脱
税
ト
ン
営
p
r
0
マ
ル
ク
と
誕
食
一
一

i
一
一
一
マ
ル
ク
(
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
メ
ー
ル
地
阿
悶
〉
と
の
合
計

1
約一一一

1
一
一
一
一
マ
ル
ク
だ
げ
布

く
吊
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
〔
第
六
表
を
参
照
ゅ
よ
U

C

L
か
も
、
銑
錨
生
芦
袈
は
、
一
八
七
八
年
に
は
錨
鎖
石
の
差
額
(
一
二
マ
ル
ク
)
に
主
P

F
イ
ツ
の
銑
醐
は
イ
ギ

y
ス
よ
り
も
一
主
マ
ル
ク
割
高
で
あ
っ
た
が
、
一
八
九
O
年
に
は
五

t
六
マ
ル
ク
割
高
で
あ
っ
た
に
す
智
ず
、
さ
ら
に
一



英l!l銑鎖国内債格比較

_J孟喧室町
1890 1 67.22 44.7 円 1

! 1898 1 53.83 34.10 1 20 i 
1 1886 1 57.50 38.2 1 20 

1 1899! 75.75 60.1 1 1G 

1 1902 1 60.67 49.3 1 1J 

川町41 印刷 43.3 12~I 

(M叫 gc山 oth，iI!id 丘 20より抽出。シ Dング

はほぼマルク年しい慎値を有Lていた)，

第六表

九
O
三
年
に
は
七

t
八
マ
ル
グ
割
安
に
さ
え
な
予
て
い
る
の
で
あ
る
。
費
料
の
闘
係
で
若

干
時
期
は
ず
れ
る
が
、
閣
内
調
占
偵
絡
を
基
盤
に
展
開
さ
れ
る
力
ル
テ
ル
の
聡
同
債
椅
政

策
白
-
端
荻
第
七
表

h
r
b
闘
い
う
る
c

。
4
f
J〈

H
b
F
N
O
Nム
山
田
三
1
8

@@  
4
F〈・

H
6
-
N
h
止
制
民
団
・

e凶

品
-
C
]
m
H
t
K
2
5
J
N
Uミ
出

向

H
M
L

日∞印

⑬

者

口

2
r
F
岳
、
∞
∞
δ

⑬
週
間
保
約
の
成
立
を
灯
ま
な
い
ド
イ
ツ
の
ユ

γ
ヵ
ー
と
ロ
シ
ヤ
の
大
工
業
・
わ
け
て
も

繊
維
工
業
と
の
聞
に
、
ま
た
、

成
立
を
希
望
す
る
ド
イ
ヅ
の

工
品
事
一
一
と
ロ
シ
ヤ
の
地
主
と
の

一
種
の
利
害
謹
帯
が
生
じ
た
。
伺
採
に
、
オ
ー
ス
ト

3

1

1
円
ン
ガ

3

1
保

約
の
場
合
に
は
、
オ

I
久

l
p
I
の
大
工
業
と
ハ
ン
ガ

y
I
山
大
土
地
所
有
者
止
の

町
立
、
イ
タ
U
J
1
帳
約
の
場
合
に
は
、
北
部
の
大
工
業
k
南
部
の
大
土
抽
所
有
正
の

封
立
、
が
ド
イ
ツ
の
エ
ル
、
へ
の
束
、
と
酉
と
の
封
立
1

乙
封
躍
し
て
、
活
商
保
約
の
成
立

を
困
難
に
し
た
の
で
あ
る
0

4

t

君
。
2
r
R
是
正

2
3

聞
に
、

@ 

]
三
四
百
円
R
4
5
Z
C円
。
円
。
垣

E
r
z
z
h
v
h
n
号
5
hト
lwhh句
h
N
R
T
h
hミ
え
る
ー

@ 

4

一色・
4

君
回
。

F
N
W礼
九
回
同
日
ω

君
主
室
町
2

2
号
混
じ
宣
言

H
U

。tphZ芯
]

同

〉

t
F目。
H
G
町
'
m
p
r
N吋

t日
目

E

ド
イ
ツ
帝
国
主
義
正
経
神
政
策

串
七
十
三
笹 Dusselclorf銑鈍シンジケート

の二重債格

|関内伯祐|輸出債格 j 差

1897 04.9 - 2-り

1898 56.8-61.2 54.1 - 3-7 

1899 57.6-62.2 66.4 ベc4-9 

ISコo 日 3-75.7 79.1 + 3-16 
1901 83.1-8生9 58.2 25-26 

1902 52.6-59.5 55.3 - 1-2 

第七翠

五

事

輯

1. Morgcnrotl1， tbid. S. 21主明。

E 単位2 マルク/1ン

E 輪出債格にはドイツ国境まむの運賃が

合まれている貼に出意せ上。

五



V
イ
ヅ
帝
国
主
義
k
経
済
政
策

第
七
+
一
一
一
巷

ム/、

停

抗

ム，、

品ゆ

d

町四

]
F
F
Eロ
ロ
。
二
w
h
礼
町
田
叩
お

1
F
轍
入
穀
物
を
再
輸
出
す
る
場
合
、
再
輪
出
さ
れ
る
穀
物
が
職
入
穀
物
ー
と
同
一
物
で
あ
る
乙
と
較
謹
明

す
れ
ば
、
斡
入
の
際
に
支
肺
わ
れ
た
闘
柚
が
排
良
さ
れ
た
。
乙
の
説
明
は
事
賃
上
困
雑
で
あ
り
、
こ
の
規
定
の
た
め
一
入
七
九
年
閥
抽
導
入
後
わ

け
で
も
東
エ
ル
。
へ
の
ユ
ン
ヵ
ー
が
苦
し
ん
だ
の
は
皮
肉
で
あ
る
。
東
エ
バ
ベ
の
穀
物
は
粕
荒
性
成
分

1
窒
素
成
分
が
稀
少
で
あ
っ
た
た
め
、
賀
行

を
よ
く
す
る
た
め
に
窒
素
成
拾
の
多
い
外
国
穀
物
の
輯
入
後
直
ち
に
、
グ
ン
ナ
ヒ
や
ケ

1
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
等
白
梅
浩
で
、
雨
者
山
畑
出
合
い
か
行
わ
れ

た
の
で
あ
る
。
す
で
に
、
ピ
ス
マ
ル
ク
穀
物
闘
精
提
案
の
賞
時
、
海
港
の
宵
業
は
、
園
内
倒
摘
の
吊
上
に
よ
り
、
混
合
さ
れ
た
穀
物
の
職
出
が
阻

、、司、.

害
さ
れ
る
乙
と
を
怖
れ
て
同
一
性
詮
明
。
修
正
を
要
求
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
職
入
穀
物
々
の
巴
も
の
で
な
く
て
も
轄
孟
の
圏
内
穀
胡
が
斡
出
さ

れ
る
場
合

K
も
、
閥
柏
b
排
民
し
を
要
求
し
た
。
こ
れ
は
、
ュ
ン
ヵ
ー
の
利
曜
に
も
な
ヲ
た
の
で
、
七
九
年
の
闘
精
法
で
認
め
ら
れ
た
。
々
の
後
、

八
二
年
に
は
、
製
叫
判
所
で
加
工
さ
れ
る
輸
入
穀
物
に
た
い
す
る
闘
摘
は
、
そ
の
穀
骨
辛
の
製
品
が
輸
出
さ
れ
る
景
に
臆
じ
て

f
iー
た
と
え
、
同
内

穀
物
が
使
用
さ
れ
て
も
l

|
措
除
芦
れ
た
。
か
く
し
て
、
穀
粉
轍
尚
の
場
合
に
は
、
事
賃
上
同
一
位
諮
明
が
放
棄
さ
れ
た
。
八

t
年
以
降
、
繰
返

L
て
穀
物
輪
出
の
場
合
に
も
同
一
性
讃
明
の
殴
止
が
要
求
さ
れ
て
い
た
が
、
穀
和
撤
回
に
た
い
す
る
穀
物
輸
両
の
競
争
を
怖
れ
た
製
材
業
り
ほ
か

に
、
近
視
眼
目
保
護
閥
枯
論
者
心
情
見
に
上
り
阻
止
さ
科
て
い
た
η

と
こ
ろ
が
、
ヵ

7
p
タ
ペ
時
代
の
週
間
峰
約
の
討
議
の
誼
桂
で
同
一
性
説
明

に
よ
り
苦
し
ん
で
い
る
の
が
阻
か
在
ら
ぬ
ユ
シ

N
I
紹
替
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
り
、
そ
の
陵
止
を
ユ
ン
力
l
は
熱
望
す
る
に
い
た
ワ
?
。
ヵ

プ

y
グ
4
は
同
一
性
首
明
の
陵
止
を
戦
術
的
に
ロ
シ
ヤ
油
商
僚
約
の
討
議
ま
で
の
ば
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

l
l同
一
性
澄
明
の
殴
止
と
穀
物
等

扱
刑
貨
車
の
撤
腐
と
は
、
同
時
に
、
九
四
年
凹
月
=
七
日
に
究
施
さ
れ
た
。

⑪
品
】
口
出
巳
】
宮
内
神
宮
、
忌
丸
山
出
血

E
t臼

@

n

F

4・
出
・
口
p
i
o
p
N
R
n
N
司
自
由

1
日

Hd-J-
岩

戸
3
F
N
E
~戸
山
田

H
E
-
-
こ
の
運
河
h
I
輩
に
う
づ
い
て
、
中
央
ド
イ
ツ
工
業
地

帯
運
河
(
宣
言
】
]
自
由
fENFσ
企
賓
が
丸
九
年
と
一
丸

O
一
年
ー
と
に
な
誇
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
プ
ロ
イ
セ
ン
州
議
舎
で
否
決
さ
れ
た
。
運
河
に
よ

り
外
闇
穀
物
の
関
内
へ
の
職
謹
が
低
廉
と
な
る
こ
と
を
怖
れ
た
ユ
ン
ヵ
ー
の
反
封
に
主
る
。
注
意
す
べ
き
と
と
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
州
議
舎
で
ユ
ン

ヵ
ー
が
か
く
も
組
成
を
ふ
る
い
え
た
の
は
、
三
根
選
準
法
に
よ
り
ユ
ン
カ
1
階
紋
の
選
出
が
有
利
に
己
れ
て
い
た
と
止
に
悶
る
拙
で
あ
る
合
(
一
九

一
一
ニ
年
に
な
づ
で
も
、
プ
ロ
イ
セ
ン
州
議
官
で
ほ
、
保
守
築
二

O
一
了
、
園
民
向
由
第
七
三
、
白
血
誕
回
。
、
中
央
龍
一

O
一
一
、
社
曾
民
主
誕
一

O
守、



@@  
そ
の
他
一
宜
、
と
い
う
議
席
配
分
な

Z
あ
る

u
d
m
z
-
F
E
E
t主
出
自
由
。
。

4
2
H
b
R
-
N
E匹
目

】

日

仏

者
同

b
F
刷
、
見
・
∞

ω
H
8
1印

C
A帝
閤
主
義
と
ザ
ン
ム
ル
シ
タ
政
策
V

ノ
イ
ヱ
・
ク
ル
ス
の
経
済
政
策
を
更
改
し
よ
ろ
と
し

τ、
食
糧
自
給
力
と
圏
防
力
と
の
観

岡

、

念
的
結
合
D
製
造
に
カ
ム
パ
ニ
ヤ
の
基
本
線
を
4
3
く
「
農
業
者
同
盟
」
は
、
〕
円
吉
有
利
な
情
勢
軒
迎
え
る
。

F
イ
γ
帝
闘
中
義
の
本
格

的
強
展
と
と
も
に
浮
ぴ
上
る
艦
隊
建
設
問
題
と
、
閣
内
階
級
闘
争
の
激
化
お
よ
び
政
府
交
替
と
が
、
と
れ
で
あ
る
白

さ
し
あ
た
っ
て
白
ユ
ン
カ

1
白
闘
争
は
、
い
わ
ゆ
る
一
二
大
手
段
を
も
っ
て
執
劫
に
繰
返
き
れ
た
。
ア
ナ
グ
ロ
一
一
一
〈
ム
の
金
銀
複
本
位

制
採
用
心
要
求
は
も
と
よ
り
、
九
五
年
・
九
六
年
と
つ
一
向
に
わ
た
り
提
出
吉
れ
た
カ
ロ
ッ
ツ
棋
案
も
ま
た
葬
り
去
ら
れ
た
と
し
て
も
、

取
引
所
改
革
に
か
ん
し
て
は
凱
歌
を
あ
げ
る
。
園
民
自
由
常
、
と
決
定
票
を
掘
る
中
央
黛
と
の
譲
歩
の
も
と
に
九
六
年
の
取
引
所
設
で
穀

;
物
定
期
取
引
の
禁
止
を
か
ち
と
づ
た
の
で
あ
が
。
さ
ら
に
ま
た
、
『
火
酒
』
と
「
砂
糖
」
と
に
た
い
す
る
保
護
政
策

室
〕

一

一

叫

が

票

日

さ

れ

る

。

と

れ

は

、

ご

カ

l
階
級
存
立
白
物
質
的
基
礎
を
な
す
と
同
時
に
、
ュ

y
カ

・

宅

塁

本

・

η
 

間

一

円

お

工

ぴ

固

家

の

利

盆

共

同

閣

と

し

て

「

F
イ
ツ
帝
国
間
、
主
義
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
た
っ
て
い
ち
す
で
に
九
五
年
の

甜
ぴ

ツ
格

イ
償

γ
と

て
い
た
が
、
い
ま
西
イ
ン

F
の
町
庶
糖
の
競
争
と
遁
剰
牛
産
烈
慌
と
の
吉
中
に
窮
地
に
あ
っ
た
耐
茶
糖
工
業
の

第八豊

た
め
に
も
九
六
年
の
砂
糖
税
法
が
輿
え

b
れ
る
。
こ
の
法
律
に
よ
り
九
一
年
に
切
下
げ
b
れ
た
図
家
の
職
出
奨

間
金
は
復
醤
さ
れ
(
刊
羽
山
岳
山
山
一
一
一
一
室
、
円
一
に
叫
ク
)
、
か
く
し
亡
、
た
と
え
ば
九
八
年
の
耐
茶
樹
税
牧
ホ
七
八
・
四

百
高
マ
ル
ク
の
う
ち
六
八
百
高
マ
ル
ク
は
輸
出
奨
断
食
形
態
て
生
産
者
へ
抑
戻
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
h
o
F
イ
ツ

ド
イ
ツ
帝
問
主
義
ξ
純
静
政
策

第
七
十
三
世

べ二

第

部

一七



ド
イ
ツ
帝
問
主
義
主
経
持
政
策

第
七
十
三
巻

/又

第
一
読

/丸、

白
み
な
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
閣
も
同
様
の
措
置
を
と
る
に
い
た
り
、
砂
糖
は
図
際
市
場
争
奪
取
を
さ
ら
に
銃
化
す
る
。
モ
む
一
一
周
騎
士

な
す
も
の
は
九
七
年
の
7
メ
リ
力
合
紫
閣
の
「
デ
ィ
γ
グ
レ
イ
関
税

E

卒
L
〔
口
百
四

Z
H
3国
司
)
|
|
九
O
年
白
岩

P
O
M
E
4
H叶
E
R
の
鋭
化
さ

れ
た
新
版
ー
ー
で
あ
り
、
高
慈
の
工
業
保
護
関
税
お
よ
び
砂
糖
附
加
閥
枕
を
そ
の
き
わ
だ
っ
た
特
徴
と
し
て
い
だ
ふ
合
家
図
を
砂
糖
の

主
要
輸
出
市
場
と
し
こ
い
た
た
め
わ
け
て
も
痛
手
を
う
け
た
ユ

Y
刀

l
は
、
い
ま
銭
銅
向
調
占
資
本
の
主
導
の
も
と
に
、

「

J
7
f
y
グ
v

イ
関
税
率
〕
に
た
い

F
る
総
攻
撃
を
展
開
し
、

F
イ
γ
園
内
は
「
7
メ
リ
カ
の
銅
銭
ト
ラ
ス
ト
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

石
泊
ト
ラ
λ

ト
お
よ
び
ハ
グ
ェ
Y

イ
ヤ

l
心
砂
招
ト
ラ
ス
ト
に
た
い
す
る
荒
々
し
い
闘
争
の
叫
ぴ
に
満
た
さ
れ
た
L

と
い
付
。
調
米
関

係
の
緊
迫
に
加
え

τ、
プ
l
ア
問
題
・
謬
洲
漕
占
領
・
十
モ
7
問
題
等
の
帝
図
主
義
的
領
土
分
割
闘
争
の
激
化
に
よ
り
、
艦
隊
建
設
問

題
が
大
き
く
浮
ぴ
上
る
と
と
も
に
、
新
た
な
高
度
保
護
関
税
へ
の
潮
流
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。
「
D
4
p
l曲
骨
骨
格
秘
ω
t
r
A口勝
1
r
b

飢

r
bい
ひ
、
艦
隊
政
策
の
財
政
的
基
抵
と
す
る
こ
ハ
}
」
、
こ
こ
に
ミ
ク
ェ
ル

Q
2
P
E官
。
丹
の
ず

γ
ム
ル
ン
グ
政
策
心
核
心
が
あ
っ
ゎ
。

新
た
な
遁
商
政
策
士
準
備
す
る
た
め
に
九
七
年
十
三
月
に
政
府
に
よ
り
「
経
済
委
員
曾
』
ハ
ヨ
E
岳
民
E
n
z
p
E皇
官
ろ
が
召
集
さ

句し

i-」

o

j
7
 モ
の
構
想
は
「
中
央
連
合
」
か
ら
設
し
て
お
り
、
調
占
資
本
と
ユ

Y

カ
!
と
白
代
表
者
が
墨
倒
的
多
数
士
占
め
て
い
た
た
め
、

的
以

「
農
業
者
同
盟
」
に
上
り
歓
迎
さ
れ
る
と
と
も
に
、
社
曾
民
主
窯
・
自
由
黛
雨
汲
か
ら
激
し
く
攻
撃
さ
れ
た
。
委
員
舎
は
さ
し
あ
た
づ

亡
は
生
産
統
計
の
作
成
等
に
従
事
し
て
い
た
が
、
も
と
よ
り
そ
の
本
質
は
濁
占
資
本
の
ユ

y
カ
!
と
り
闇
取
引
む
場
ゼ
あ
っ
た
。
農
業

日

保
護
関
税
を
交
換
傍
件
に
ユ

y
カ
l
は
、
艦
隊
建
設
に
支
持
を
興
え
る
。
艦
隊
政
策
は
濁
占
資
本
の
・
わ
け
て
も
装
市
板
生
産
者
ク
ル

y

プ
e

シ
ァ
ー
ゥ
ム
白
イ
ン
グ

ν
ス
ト
陀
呼
躍
す
る
も
の
で
あ
り
、

hv
吉
園
民
自
由
黛
は
も
と
よ
り
保
守
黛
お
よ
び
自
由
思
想
連
合

ハ司円
SSE-M間
内

4
0
5
E
m
E
b
D
支
持
を
も
え
た
が
、
「
舵
曾
民
主
品
商
品
・
自
由
人
民
黛

2
5
5
E唱

5-E百
三
OM)
の
強
力
主
反
封
に
直
面
し

て
、
中
央
黛
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
己
と
と
た
っ
た
。
小
農
の
イ
Y

グ
レ
ス
ト
を
代
表
す
る
中
央
葉
バ
イ
エ
ル
Y
翼
は
反
針
決
に
投
じ



た
が
、
他
の
賛
票
の
も
と
に
第
一
次
艦
隊
提
案
は
九
八
年
三
月
帝
園
議
曾
を
通
過
し
た
@
モ
の
直
後
四
月
、
ク
ル
ッ
プ
主
導
の
も
と
に

創
設
さ
れ
た
「
F
イ
ツ
艦
隊
協
'
曾
」

9
2
E百
司

E
5
4
2
2ろ
は
、
「
ド
イ
ツ
械
民
協
曾
」
(
巴

E
Z
Z
同
巳

E
E
m虫
色
宵

E
3
等
と
と
も

に
吋
濁
占
資
本
の
景
気
安
定
化
政
策
の
一
環
を
た
ず
に
い
た
っ
た
第
三
次
艦
隊
建
設
の
た
め
の
一
大
プ
ロ
パ
ガ

γ
グ
を
展
開
し
た

u

己

の
艦
隊
建
設
の
財
政
的
基
礎
を
な
す
保
護
関
税
案
が
、
積
占
資
本
主
義
段
憎
最
初
の
経
済
恐
慌
の
さ
中
・
一
九

O
一
』
弔
慰
夏
に
公
開
さ

「
ド
イ
ツ
の
金
内
政
は
た
だ
関
税
闘
争
を
め
ぐ
っ
て
旋
回
し
た
」
と
い
わ
れ
る
哨

れ
る
に
い
た
り
、

プ
ロ
イ
セ
Y

の
「
地
方

1
経
済
HH圏
煙
」

(
E
E
E
H
e
r
o
g
-
-円。己認
5
0
委
員
合
は
、

Mm 

五
日
目
一
般
九
マ
ル
ク
を
基
調
と
す
る
詳
細
な
一
一
章
一
関
税
率
案
を
完
成
し
て
い
た
。
己
れ
を
支
持
す
る
「
農
業
者
同
盟
」
に
と
っ
て
は
、

高
卒
の
農
業
保
護
関
税
(
刊
誌
ち
札
往
ぞ
ク
)
を
掲
げ
る
政
府
提
案
す
ら
極
め

τ
木
漏
な
も
の
と
映
目
、
保
守
山
車
問
の
政
府
支
持
翼
の

議
曾
政
策
と
封
立
す
る
に
い
た
っ
た
@
世
界
市
場
確
保
を
至
上
命
令
と
す
る
濁
占
資
本
の
イ
ン
グ
V

ス
ト
に
制
約
さ
れ
た
政
府
官
僚

引
は
、
遁
商
保
約
の
締
結
を
不
可
能
に
す
る
「
農
業
者
同
県
」
の
要
求
を
容
認
し
え
な
か
っ
た
。
ま
た
「
中
央
連
合
L

も
十
分
た
支
持
を

前
年
の
夏
、

小
姿
刊
H
ラ
イ
褒
最
低
七
・

興
え
た
い
た
め
、
「
農
業
者
同
盟
L

は
い
ま
再
び
七
九
年
比
用
い
た
陳
腐
在
職
術
を
と
わ

J

、
「
且
玄
米
に
、
大
農
業
国
障
が
そ
の
生
活
力
維

持
の
た
め
・
外
園
の
競

4
に
た
い
す
る
保
護
の
た
め
・
必
要
と
鐙
明
し
た
関
税
を
、
承
認
し
よ
う
と
し
た
い
友
ら
ば
、
タ
く
と
も
ヨ
日

以
上
白
農
普
物
の
際
費
が
生
じ
左
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
の
ち
に
大
部
分
の
工
業
関
税
の
切
下
を
提
案
せ
ざ
る
を
え
な
〈
さ
れ
る
で
あ

開

ろ
う
」
と
啓
明
す
る

B

金
提
案
陀
民
一
止
商
か
ら
封
決
し
た
の
は
吐
曾
民
主
業
で
あ
り
、
一
一
一
五

O
高
人
(
の
反
封
署
名
を
集
め
る
の
に
成
功
す
切
さ
ら
に
自
由

人
民
業
・
自
由
思
想
掛
合
も
ま
た
反
封
障
壁
に
属
し
て
い
た
。

工
業
は
さ
し
あ
た
り
二
つ
の
陣
替
に
分
れ
る
。
調
占
資
本
〔
l
市
出
合
企
業
〕
は
、
園
民
自
由
黛
・
帝
関
黛
h
d

よ
び
「
中
央
蓮
合
」
に
結

ド
イ
ツ
帝
圏
主
義
正
経
済
政
策

静
七
十
三
巻

ノし

第

競

:fL 



ド
イ
ツ
帝
園
主
義
k
経
済
政
策

第
七
十
三
一
愈

四
O 

第

競

四
O 

政
府
提
案
の
支
枝
を
な
し
て
い
た
が
、
圏
内
調
占
債
格
を
享
受
し
え
な
い
轍
出

l
加
工
工
業
ゆ
大
部
分

T
n車
純
企
業
〕
は

保
護
関
税

r原
則
的
わ
反
射
で
あ
っ
た
a

そ
の
一
部
は
、
動
砂
働
者
凡
川
島
か
ら
「
中
央
連
合
L

の
主
導
の
も
と
へ
従
属
す
る
に
い
た
り
、

、
、
、
、
、

あ
る
い
は
ま
た
一
部
の
加
工
工
業
は
カ
ル
テ
ル
の
職
出
奨
励
金
制
度
に
よ
り
そ
白
一
公
闘
を
鎮
静
さ
れ
て
い
恥
し
か
し
、
な
が
ら
そ
の
ほ

か
の
「
中
央
連
合
」
に
封
抗
的
在
要
因
は
、
す
で
に
九
豆
年
に
「
産
業
家
同
盟
」
(
国
自
白
骨

HEEvrE2)
を
創
設
し
℃
お
り
、
そ
の

集
し

τ
、

白
ち
保
護
関
税
の
一
潮
流
の
た
か
ま
る
と
と
も
に
「
遇
商
保
約
準
備
本
部
」

(
F
5を
色
。

N
E
5骨
E
E
m
d。
回
回
目
白

hza身
gv
を
拾

杭
の
擦
貼
と
し
て
い
た
。
が
、
犬
を
〈
政
治
的
ア
チ
テ
l
y
ョ
y
を
展
開
す
る
に
h
v

た
っ
た
の
は
、
一
九
O
O
年
末
・

0

l
メ
ン
ス

2
2品
4

富
山
E
E
C
主
導
下
の
「
遁
商
僚
約
協
曾
」
(
国
自
骨
Z
Z
E四
2055)
設
立
以
降
ぜ
あ
り
、
わ
け
で
も
農
業
保
護
関
税
を
攻
撃

の
調
象
と
し
か
。
か
の
自
由
黛
雨
波
は
こ
の
暦
の
イ
ン
グ
レ
ス
ト
を
反
映
し
て
い
る
。

「
農
業
者
同
盟
」
と
祉
舎
民
主
黛
と
を
雨
極
と
す
る
闘
争
の
さ
中
に
、
一
切
り
匂
一
札
を
手
中
に
す
る
中
央
撲
の
ポ
ナ
バ

ル
ト
的
支
副
H
U
『
牧
師
政
治
』
(
同
右
-E島
互
昂
)
を
己
申
場
合
に
も
可
能
と
す
る
情
勢
が
生
み
出
さ
れ
た
。
中
央
藁
の
背
骨
は
狽
占
費

本

1
大
土
地
附
有
者
て
あ
り
、
そ
白
肉
髄
は
小
農
・
小
Y
ル
ジ
ョ
ナ
・
勢
働
者
て
あ
る
。
己
の
構
成
要
因
に
制
約
き
れ
て
中
央
集
は
、
そ

白
ト
り
ム
ポ
ル
ン
(
吋
回
目
吉
田
〉
提
案
に
お
い
て
議
合
戦
術
的
K
E匠
む
巧
み
さ
を
示
す
。
再
度
農
業

1
工
業
保
護
関
税
の
容
認
と
、
農

か
く
し
て
、

業
関
税
牧
入
の
一
八
九
八

l
一
九

O
三
年
平
均
を
超
過
す
る
額
の
未
亡
人

1
孤
児
扶
養
基
金
へ
の
充
常
と
が
、
そ
の
骨
子
て
あ
る
。
ま
ず
、

そ
の
背
骨

r柴
養
を
奥
え
、

吉
ら
に
、

キ
リ
ス
ト
教
白
仁
愛
に
そ
っ
て
肉
胞
の
反
逆
を
防
止
す
る
。

す
な
わ
ち
、

生
計
費
際
費
に
不

不
全
抱
い
て
静
働
者
た
ち
が
枇
合
民
主
黛
へ
醇
向
す
る
危
険
を
防
ぐ
が
け
ず
な
く
、
関
税
に
よ
る
生
計
費
騰
貴
額
推
定
約
十
三
億
マ
ル

安
定
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

グ
の
十
八
7
D
一
に
も
満
た
な
h
扶
養
義
金
の
た
め
に
中
央
薬
に
感
謝
宍
一
え
苛
せ
上
う
L
し
い
う
の
ぞ
あ
る
。
か
く
し
て
「
牧
師
政
治
」
を

一
石
=
一
烏
の
手
を
う
つ
炉
。
し
か
し
な
が
ら
中
央
護
は
政
府
提
案
以
上
の
農
業
関
税
率
の
引
上
を
断
念
し



「
農
業
者
同
盟
」
の
、
王
導
者
グ
ァ

y
p
y
ハ
イ
ム

(
E
M
宅
百
四
宮
宣
之
の
小
委
u
H
ラ
イ
萎
最
低
七
・
五
マ
ル
ク
農
業
関
税
率
提
案

は
否
決
(
理
相
鼎
〕
さ
れ
、
議
合
委
員
曾
決
議
(
鴻
一
計
一
昨
駅
間
一
叫
・
主
)
も
第
コ
一
讃
舎
に
い
た
り
政
府
の
断
乎
た
る
担
否
の
ま
え
に
再
び
挫

折
し
た
。
最
後
陀
保
守
黛
の
過
ヰ
教
も
農
器
具
闘
税
率
引
下
て
妥
協
す
る
に
い
た
り
、
左
翼
と
保
守
護
右
翼
と
の
桔
杭
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
九

O
二
年
十
二
月
十
四
日
、
政
府
提
案
の
関
税
率
が
可
決
(
肝
一
一
一
∞
巳
臨
む
き
れ
わ
。
中
央
薬
の
ポ
ナ
バ
ル
ト
的
支
配
の
成
果
は
、

「
は
じ
め
か
ら
政
府
草
案
の
た
め
に
墨
力
し
て
害
一
た
重
工
業
の
勝
利
を
意
味
し
わ
」
。
い
ま
、
猪
占
安
本
は
ユ

Y

カ
に
た
い
す
る
譲

歩
の
限
界
全
、
資
本
の
死
活
保
件
と
た
っ
て
い
た
世
界
市
場
確
保
の
至
上
命
令
に
よ
り
劃
す
る
己
と
に
成
功
し
た
@
銑
銀
関
税
率
〔
一

マ
ル
ク
/
吉
田
〕
の
維
持
は
『
鍛
の
勝
利
』
を
お
し
す
す
め
句
向
。

書と

躍
⑮

H

同同
H
O
N
-
=
F
bえ
N
S
室
、
町
号
、

WN弘、町、
a
b豆一
b
代、問

2
p
h官
、
輸
ぬ
民
句
、
き
貧
困

a
H
∞
回
日
間
・

@
4宅
F

。F
E
N礼
団
田
区
間

1
戸

品

刊

し

「

同

2
4
2
r
r
忌
丸
出
品
岡
田
宮
町

⑮
口
・
白
色
-
一
山
町
陣
内
皆
、
輸
相
五
回
門
戸
・

H
m目
白
山
由
!
日
・
野
津
高
衣
郎
氏
「
調
謹
税
制
護
謹
且
」
、
頁
一
八

0
1玉
参
照
。

@
品
]
当

E
F
号
、
出
回
目
。

1
4・

⑩
口
出
巴
]
唱
吾
』
邑
N
A
E
H
・
∞
・
日
4
0・

@
C
H
r
-
]同
尚
昆
昌
・
吾
作
岡
島
岡
山
山
・
合
同
・
ハ
傍
貼
大
野
)
。

@

4

『
問
「
当
・

H
b
F
N
U注
目
印

H
E
t∞
・
自
由
誕
は
一
八
九
三
年
白
刃
プ

p
グ
34
の
陸
軍
披
張
案
を
契
機
に
二
祇
に
分
札
る
。
以
前
白
図
民
自
由

黛
左
翼

1
分
離
祇
は
政
府
の
菅
国
主
義
的
方
向
へ
接
近
し
て
自
由
識
か
ら
分
裂
し
て
「
白
雨
思
想
連
合
」
を
結
成
し
、
他
は

M
ヒ
タ

1
主
導
下
に

「
自
由
人
民
集
」
を
形
成
し
て
い
た
。

⑮

d

町田

-
F
同ロ

ON吉山
E
・芯
h
A

出血・
H

・出・
mw
臼斗・

⑪

dm-
回
同
R
N
M
E
r
r
吾
礼
・
出
向
戸
∞

ω
Z
u
l
u
H凶
包

ω日
H
E
1
5
c
「
艦
障
協
官
」
は
第
一
衣
大
戦
前
の
ド
イ
ツ
「
金
融
資
本
」
の
最
大
の
大
乗

プ
ロ
パ
ガ
シ
グ
組
織
で
あ

p
、
わ
け
て
も
錨
銅
調
占
資
本
の
イ
ン
タ
レ
ス
ト
を
代
表
す
る
。
「
ド
イ
ヅ
植
民
協
骨
」
は
、
一
八
八
七
年
十
二
月
に

ド
イ
ツ
帝
国
主
韓
と
鯉
済
政
策

第
七
十
三
盆

四

第

是虎

四



ド
イ
ツ
帝
閤
主
義
ー
と
紹
湾
政
策

第
七
十
三
春

四

第

説

四

《
白
日
】

-
z
E
2
吉
岡
山

E
官
官
問
。
-
。

E
E
Zロ》
k

A
ロ
2
5
r
o
}向。】
S
E
Z
E品
内
と
が
合
同
し
て
成
立
し
た
。
こ
の
協
舎
の
特
色
は
、
ユ
ン
方

ー
の
設
割
が
犬
舎
な
比
重
を
占
め
て
い
る
と
正
一
で
あ
る
3

そ
れ
ゆ
え
に
、
九
同
年
に
設
立
さ
れ
た
、
「
汎
ド
イ
ツ
連
盟
」
(
と

ZEE-HO
〈

m
F
5
3

や
「
艦
障
協
合
L
の
主
う
に
、
調
占
資
本
の
イ
ン
タ
レ
ス
ト
を
代
表
し
た
り
み
で
な
〈
、
ユ
ン
カ
1
お
よ
び
非
狗
占
的
な
士
資
本
と
濁
占
資
本
と
の

利
害
掛
立
が
止
ピ
た
場
合
、
そ
の
調
整
を
も
企
固
し
た
。
と
の
佼
割
か

b
、
渦
占
資
本
の
一
種
の
大
京
相
織
で
あ
づ

l
i
(
1
l
i
-
-
J

F

た
唱
と
い
い
う
る
。
「
椋
民
協
合
」
の
み
で
二
八
九
九
|
一
九

O
O年
の
聞
に
二
五
高
部
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
主
七

O

O

U
引

二

泊

四

羽

ο
一

裏
2
一
フ
を
阻
布
し
た
と
う

(
ρ
E四日
F
E
E・
5
5
4一
一
重
陣
法
案
は
一
九

0
0年
同

両

市

小

小

山

川

一

長

官

を

重

よ

。

4

7
諸

問

問

旦

@

ロ

E
口唱同
F
E
E
-
H・
由

主

・

」

吋

丁

↑

J
川
川
]
ー
ー

凹一叫
m
m
θ

一

⑩
一
社
当

5・
2
a
g
t
s・

ο
一
郎
山
氏
以
一

@
品
「
D
F
r
a
g
-
E
E
F
明

書

戸

コ

ー

パ

川

|

|

↓

⑮

H
P
Sロ
ω
F
E
E
H
回目

ω目
安

貼

大

野
)
O

酔

示

問

問

ω
一

@
E
Z
F
S
F
N
F
E
u
-
b
h
Z
N
O否
定
志
日
C
O
F
F
U
E

護

7
川
汀
J
I
l
l
一

早

一

町

田

町

0

一

一

4
E
4
員
。
品
目

E
F
L副
作
目
的
問
。

t
o
保
護
関
耽
と
力
ル
テ
ル
と
に
ま
る
圏
内
調
占
憤
持
の
常
定
に
よ
り
剣
一
四
酌

F

L
一

招
来
さ
れ
る
輸
出
工
業
の
不
利
を
緩
和
す
る
た
め
、
原
料
よ
製
品
カ
ル
テ
ル
は
加
工
工
業
に
聡
星
雲
を
興
げ
一

9
川

川

川

一

J

一

7
一

(

(

(

一

え

た

。

主

戦

同

首

昔

、

2年
代

兵

輔

カ

ル

テ

ル

が

霊

企

業

主

え

た

Z
最
初
K
L
、

そ

の

後

、

ド

一

竺

1

1

1
一

他
の
工
業
部
門
戸
ド
も
適
用
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
丸

0
年

代

ま

で

は

温

限

的

な

臨

輔

の

島

置

で

あ

ヲ

た

が

、

一

夜

-

一

委

婆

錨

一

八
九
三
年
の
ラ
イ
ン
・
ヴ
エ
人
ト
プ
ァ

1
レ
シ
石
炭
シ
ン
ゾ
ケ
T
K
P

の
制
設
以
降
、
恒
常
的
な
制
出
向
へ
完
整
さ
れ
紘
一
一
小
川
銑
一

る
に
い
た
っ
た
。
者
干
の
例
を
翠
げ
よ
う
。

ωコ
ー
ク
ス
・
シ
ン
ヅ
ケ
I
ト
は
す
で
に
九
二
年
に
銑
晶
輸
出
に
ト

I
l
l
i
-
-
-
-

y
嘗

p
一
・
王
マ
ル
グ
り
補
助
金
を
典
主
、
そ
の
後
も
規
則
的
に
支
排
っ
た
。
凶
銑
錨
シ
ン
ジ
ケ

E
ト
は
九
七
年
に
、
ジ

T
ガ
T
一7

ン
ド
鏑
石

1

石
炭
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
と
漣
繋
L
て
、
ジ
ー
ガ

1
ラ
ン
ド
ヰ
製
品
生
産
者
に
如
ヱ
銑
錯
ト
ン
首
万
六
・
七
マ
ル
ク
の
輪
出
挺
闘
金
を
具
え
た
。
九
λ

年
に
は
誠
額
さ
れ
、
そ
の
後
囲
内
市
場
の
好
況
で
消
滅
し
た
が
、
恐
慌
と
ー
と
も

K
一
九

O
一
年
に
は
一

0
マ
ル
ク
が
奥
え
ら
れ
た
。
倒
針
金
慌
延



企
業
は
、
一
九

0
0年
以
降
に
は
、
右
茨

ν
ン
ゾ
ケ

1
ト
屯
銑
瞳

ν
ン
ジ
ケ
?
ト
、
平
製
品
謹
脅
か
ら
各
五
マ
ル
ク

1
合
計
一
五
マ
ル
ク
の
輪
出

奨
闘
金
を
う
け
、
し
か
も
、
針
金
盛
延
企
業
は
さ
ら
に
そ
の
生
産
物
の
加
工
業
者
陀

l
l』
九
八
年
に
は
一

0
・
一
九

0
0年
陀
は

=
0
マ
ル
ク
白

|
|
輸
出
奨
附
企
そ
民
え
た
。
こ
の
加
工
業
者
、
た
と
え
ば
針
金
鋲
生
産
者
は
さ

ιに
ま
た
衣
階
劫
の
加
工
業
者
に
輸
両
奨
励
金
を
奥
え
た
。
竿

工
。
ー
ー
一
九
O
ご
年
に
右
茨
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
苧
製
品
謹
合
・
梁
桁
謹
合
は
輪
出
奨
閥
金
の
統
一
的
規
制
の
た
め
に
共
同
の
本
部

1
い
わ
ゆ
る

「
職
出
紫
岡
金
清
算
事
務
所
」
(
〉
寸

B
O
Z
E
m
m
a包
宵
吉
岡
島
町
〉

E
P
る
を
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
ア
に
創
設
し
た
。
こ
れ
は
た
と
え
ば
、
一
九

O

三
年
七

1
九
月
位
、
瞬
間
奨
剛
金
の
最
高
車
b
L
、
石
茨
ト
ン
首
り
二
・
五
、
銑
鍛
三
・
五
(
石
焚
に
た
い
す
る
奨
岡
金
を
除
〈
)
、
半
製
品
一

O

(
石
茨
ー
と
銑
錨

L
に
た
い
す
る
奨
殴
金
を
合
む
)
、
知
県
一

0
マ
ル
ク

(

U

)

L

L

定
め
た
。

L
か
L
、
そ
の
後
.
一
丸

O
六
年
に
い
た
り
、
石
炭

l

銑
蛾

1
シ
シ
ジ
ケ
1
ト
は
輸
出
奨
附
金
を
完
全
に
底
止
し
た
。
な
布
、
前
掲
拙
稿
バ
円
、
頁
六
七
、
お
よ
び
岩
田
・
出

p
a
o
p
N
Y
A
宅
・
出
。

t

ω
∞
を
参
照
さ
れ
た
い
の

4
m
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N
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r
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E
岡
田
切
'
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目
。
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4
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荘
、
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目
許
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。
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1
メ
ン
ス
は
あ
の
「
ド
イ
チ
ヰ
・
パ
ン
ク
」
の
主
導
者
。
園
際
的
支
掛
決
掛
の
ロ
ン
ド
ン
か

L

.』、.

白
濁
立
を
企
闘
し
て
設
立
さ
れ
た
「
ド
イ
ナ
孟
.
パ
ン
ク
」
は
創
設
常
同
祖
明
、
す
で
に
そ
の
ζ

る
園
家
椴
力
と
の
密
接
な
糟
告
を
有
し
て
い
た
「
ヂ

ィ
ス
コ
ン
ト
・
ザ
ぜ
ル
シ
ャ
フ
ト
」
正
劃
抗
闘
停
忙
あ
哲
、
ベ
ル
リ

J

ン
官
挫
で
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「
赤
い
」

T
S
J
E
み
ら
れ
て
い
た
。
ジ
ー
メ
ン
ス
は
国
民

自
由
業
左
翼

lAF離
汲

l
自
由
思
想
謹
舎
に
鴎
L
て
V
た
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も

E
Z
P
、
と
の
段
階
に
お
け
る
閲
耽
闘
争
で
の
彼
の
関
心
事
は
、
農
業
保
護
闘
相

に
た
い
す
る
攻
撃
に
あ
っ
た
。
す
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ロ
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宮
件
。
♂
町
、
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出
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目
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凶
作
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円
∞
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な
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念
の
た
め
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申
央
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ア
デ
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ウ
ア
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(
同
E
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〉
己
命
日
dPR〕
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導
下
目

「
キ
り
ス
ト
数
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同
盟
」

(QEmZHOF
ロ
E
3
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目
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九
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で
あ
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し
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ド
イ
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主
義
主
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政
策

第
七
十
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者
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四
回
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拙
稿
「
ド
イ
ツ
金
融
資
本
の
椿
揖
的
特
質
付
」
前
掲
、
買
、
六
六
E
参
照
さ
れ
た
い
。

あ

と

古三

き

来
曾
有
に
尖
鋭
化
し
た
反
謝
運
動
を
ゐ
し
き
っ
て
「
一
種
の
議
曾
の

F

1
デ
グ

L
m一
も
と
に
議
行
さ
れ
た
高
度
保
護
関
税
政
策
酌
、

弊
働
者
階
級
の
強
力
た
成
長
に
た
い
す
る
濁
占
資
本
む
ユ

Y

カ
ー
と
の
「
結
集
政
策
」
(
出

P
E
E
s
q
E
5
5
ゼ
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
経

済
的
措
抗
を
お
し
す
す
め
る
と
同
時
に
そ
れ
を
武
力
的
桔
抗
へ
土
日
升
せ
し
め
る
艦
隊
政
策
の
財
政
的
基
祇
を
た
し
て
い
る
白
そ
の
保
護

関
税
率
は
、
一
九

O
四
五
年
心
温
商
係
約
締
結
〔
ロ
シ
ヤ
・
イ
タ
リ
ー
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元

1
ス
ト
9
1
1
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
セ
ル
ピ
ア
・
ベ
ル
ギ
ー
・
ス
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〕

白
基
準
を
社
し
、
一
九

O
六
年
三
月
一
日
に
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放
す
る
の
て
あ
る
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あ
た
か
も
モ
の
問
、
基
礎
過
程
に
は
新
た
た
段
階
を
劃
す
る
事

m川

態
が
進
展
し
て
い
る
巴
ド
イ

y
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金
融
資
本
」
の
機
構
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確
立
、
こ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
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も
な
う
軍
事
的
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y
カ

l
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ル
ジ
ョ
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的
帝
国
主
義
の
椿
趨
的
矛
盾
〔
艦
隊
政
策
l
世
界
政
策
と
バ
グ
〆
1
ド
政
策

1
大
陸
政
探
と
の
二
者
闘
守
的
性
格
〕
の
激
化
と
破
局
へ
の
塗
に
提

起
さ
れ
る
諸
問
題
の
分
析
が
果
さ
れ
な
け
れ
ば
友
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な
い
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司
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清
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-
H
V
E
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目
当
日
目
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ド
イ
ツ
金
融
資
本
の
成
立
の
指
標
は
、
一
八
九
三
年
の
「
ラ
イ
ン

-
F
A
ス
ト
フ
ァ
1

レ
ン
石
妓
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
」
創
設
忙
求
め
b
れ
う
る
主

し
て
も
、
そ
の
確
立
は
一
九
心
コ
一
四
年
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
b
な
い
。
一
九

0
=一
年
に
は
、
「
ラ
イ
ン
・
ず

f
ハ
ト
プ
ァ
1

レ
ン
石
茨
シ
ン
ジ

ケ
ー
ト
」
山
政
相
が
行
わ
れ
、
と
れ
は
『
石
長
に
た
い
す
る
織
の
勝
利
』

1
大
混
合
餓
企
業
の
勝
利
を
あ
b
わ
し
て
お
り
、
そ
の
翌
年
目
「
製

鋼
連
合
」

(pur-司
OHFG詰
F
5
3
は
そ
れ
を
指
し
す
す
め
る
。
ま
た
、
一
九

O
凹
年
に
、
軍
拡
工
業
は
「
ジ
1
メ
ン
ス
l

F
ル
ス
ケ
」
と
「
ア

ー
・
ェ

1

・ゲ
1
」
と
の
二
大
抽
出
瞳
忙
支
配
さ
れ
、
佑
畢
工
業
も
、
二
大
イ
シ
テ
レ
ヅ
セ
ン
ゲ
マ
イ
ン
V

ャ
フ
ト
が
狗
占
的
地
位
を
暗
立
す

る
。
こ
れ
、
b

p
産
業
資
本
の
潤
山
他
系
と
担
行
資
本
円
満
占
閥
系
企
の
強
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も
ま
た
こ
の
時
期
に
完
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さ
れ
る
。
と
の
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に
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い
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拙
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省
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よ
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共
同
研
買
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報
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書
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
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